
M590号

一
》

人

一
同

制

のR
 
-m 

a • 憧..101民相 〈
期〉

1・・3
33U96人(

【
1・."171.!II 

eJIII e.雀

人ロ

t J~. 590 

ザ

りよだ民市良奈

奈
良
中
心
，
街
の
イ
メ
ー
ジ
を

-
市

eaの
中
心
市
街

-ema

z
f
tて
E
員
宏

容
に

F
a
i
tたが

f

l

i

t

 

-
，
行
盆
の
安
全
か
包
細
川
v
a
T
a
gれ

る
よ
，
に
な
令
て

B
a奮
し
ら
今

・1
1
i

'b-51
主
E

E
L
i
t
z
 

わ
れ
る
も
の
で
空
模

空
人
主
E停
で

i
L
M
I
 

L
-
a
現
ず
る
.
市
噌
聞

が
昆
生
ず
る

-
b』
戸

h

a

a
ヲ
ま
す
。

冷
で
は
『
安
全
t
快
通
危
a
開
演

の
-m
q
た
虫
色ワ
づ
〈
"
と
『
樋

カ
と
民
努
め
る
-
m
・
慢
を
盛
ん
h
h
寸

3
3
j
i
l
 

‘.Rに
掲
げ
閑
畿
し
さ
と
・
h
M

e
t
a
2
1
7
y
 

eZLて
も

4

eeめ伊
原
と
L
て
一
一
-a'aa

，

m
E
Z駅

R
K紘
一
の

島
崎
間
》
智
司
R

・
ι
・7
4

・周

防
と
し
て
・

2に
F
i

f
z
a
i
t
 

-
a
a
n
b
行
ー
、
，
寸
。

Z
警
は

E
Z
T

f 

「十
'‘ 

f f 
rJ 

3‘ 

'‘ 

-' 新法織によ
り
多
行

者
優
先
の
道
路
に

?
-
-
T
l
aの
E

t
1
4
E
Z
 

!
?
自

肉
土
品
川
M

時》

5

2
2
1
t
t
，
 

Eは
s
z
t処
l

て
L
る
・
2

陪
そ
の
他
緊
急
に
受

a

i
i
I
f
t
 

・-M"に
つ

h
て
均
気
通

a賓
の

a

，

P

2

・3
;

過
の
円
滑
化
身
困
る
の
智
也
的
と

してー、
az
寸

コ

iり
は

ν盈
だ
に

2

S
雪
国

z
t
f
-

S
Z
K
L
t
t
b
 

z
r
a
T
t
r
E
E
 

8
3、1
1

昭
働
側
六
十
守
中
Z
且
克
也

L
f人

Z
E
E
Z
1
2
 

3
些一

=
2
1鮮

と
ザ
，
.
，
〈
週
h
，
聞
の
恵
さ

主
f
Lて
t
1

今
回
三
金
a息
。
で
u
a閉
さ
れ

て
‘

3
6
:
t
l
aと

u
ニ
ラ
ー
‘
。
勺
危
険
な
統
慌
を

m

F

・2自
E
2
・

2
・‘
2
ι
f
z
t

'
I
R
L

町・5れ
た
勺
量
。

taEns・
に

f
l

え
ら
れ
た
号
、
，

一印刷H

i

l

i

-

-

蛇
行
の
車
道

色
彩
の
歩
道

ま
E
，r
E
z

f
h
t
E
z
t
g
t
 

， 上
隠
コ
ミ
a
ニ
テ
ィ

1
進
路
完
成
予
忽
目

下
ほ
現
在
の
三
条
通
り

遁 と21
施 り日
，、~ ・
.る工
a・5主
君"

の
V
一
副
八
4
8
の

K
闘
で
す

が
今
年
喧
低
周
険
農
民
自
思
泊
ら

や
す
ら

E
T
E
E

八
J
1
八

Ua-E・
さ
れ

az

す
え
了
甥
は
八
月
二
十
一
"

t
来
年一一

-nfu"の
予
定
》

F
E
E
Z
E
e
 

z
z重
量
詰
奮

で
の
閑

awueeLLて
六
十

一
一
写
度
以
降
で

anE一
百
九

+
↓
ょ
を
象

.
ず
る
計
画
K

KA1
て
L
a
z
す

高句

2
5
Z

の
緬
日
比
一
一

τ瓦
t
五
2
、
，

f
7三
五

ど

と

な

号
修
道
に
は

nmueb

A
2
1
J
a
-
-

2
2
・
埋
ま
盤

の
amる

-n'ープ・
7

，.

um--
れ

2

，

3
b
言
過
は

Z
A

7
4
M
Z
E
E
 

f
守

L
t
許
容

血
管
る
ほ
ど
の
工
会
λ
S施
さ

れ
官

-
2
E
t

奮
す
。

2
白

血

'aι
は
花

種
伝
ど

b
・
け
ら
れ
移
り
と

雪

t
・2
t
'

た

E
T
Z
Zよ

ろ
ペ
シ
昼
ナ
ー
と
の

-A'd，
A
P

:
t
a
s
s
t
F
 

定

4tf
t
自

の

品

は

遁
首
相
佐
一
勺
の
日
常
生
前
曹
関
と

Lて
tぇ
-
R
P
E
L

よ

a
&
‘
‘
も
の
で
金
曜
に
こ

す
九
本

a
-
Bれ
る
'
定
の
遍
路

照
明
弘
彊
・

T
Z
Sら
う
》
を

47

4
v
f
γ
化

L
た
も
の
民
生
る
ゆ

泊

5
f
p
t
z
z

肉
筆
に
マ

?47Lた
Leれ
た

e'

e
'
Yが
考
走
ら
れ
て
も

eす
@

EEZ==亙
-
z
E

2
4〈
2れ
て
k
る

E

電
d
M
a
も
岡
崎
に
象
植
さ
れ
az

:
i
E
Z
E入

れ
奪
慌
の
ふA
き
も
aR
径
釘

"
4
8

ら

n
s山内，に
z'合
，
化
さ

れ
肩
書

I
z
-
-

そ
し
て

E
-
T
h
f
-

z
z
i
'
t
こ
の
処

畏

闘

の

2
5
L
'
fね

f
t
a
s
-
-
E
u
 

t
t
t
f
z
-

~.・.Mla旧制間回醐""..~良市即叩\11..::，.，...・-TII ・』齢

ヱ
-
-
中

u--

-
開
通
行
止
め

'
・

e崎

健

aI・
'
日
今
月
二
十
一
“
か
ら

鎗
章
句
・
8
す
が

t
・
剣
網
中

内，R
寄ム
Z
月
す

ngで
》
は
↓

E

2
2
2
iく
な
り
ま

ず
の
で

E
L
1
2、

な
創
十
一

-n十
“
F
来
年
目
月

十
五
日
の
工
寧
休
止
期
縄
中
路
通

行

E
i
z • 



但)

今/

/

/

/

/

/

/

/

 

平
和
の
鐙
が
鳴
る

昭和..年8Jll5U

員
長
剣

!?i 
li長
作品
皇"実

側
土
E
E
に
E
が

臓
と
さ
れ
た
八
月
育
長
崎
に

りよだ民市

震
女
ハうねめ》
主
f，‘A1
・
て命-Rkm

aと
値
周

u-

i

e

 

Lてもる

--a・・・

山市で
-aLr五

調写を記

念して多

彰
急
行
-
-

a
h
わ

れ
そ
の
''Y行
・&して

『
Z
-
E
T
2
2

MR
a八月一目
ι
側
-
a
a
m

は千十問Maヨでで県、
ι

・・の

で
ー、aす
ら
z

f

m ，鈎~

成
陽
市
な
ど
中
間

か
ら
の
お
*
さ
ま

七

n二ιLr40鍵腕時aa-

E
空
符
f
a
z
t
防

品
忠
良
企
E
k
t

-RWは、喰畠ntmiと成岡市の

taM町・am'慢の周防のため来

日
し
た
A-
官
民
主
主

側Rに院両省AU町代表阻
の
悶

F
L
て
ま
事
れ
て
お
号

『今闘の+a
w
s
富
市
鍵
"
を
ゆ

T

喜
b
F
Z
E
害

す
る
と
と
も
に
弘
が
家
良
市
を

r
-
-
s
主
主
主

従ー‘た
ζ

と
広
縛
す
る
お
礼
を
お

伝
え
L
E
S
t
s
L
K
』
&

厳Lazした
・

t

=

1

5

E

2

 

8
品

-
EA
a
z
z

R
t
t
 

平城京復元模型も
郡山市での姉昧冊SIIi15周年
記念 「天平の主艮 を踊る

良省高

z
t
 -

s
f
E
;
t
 

こ
れ
は
陣
智
I
d
a軍
属

g
が
『
z
i
m
p

i

L

E

g

-

が
a
R
m
L
た
も
の
で
市
内
副
ヒ

+位旬。鶴、

aAmな
どに倹幽弁

事
和
を
智
割
F
る
事
和
の剣bza'

.・a平和へ@・ぃeζめで '.司，.'"をつ〈奮闘前町
是'"輔副c酎帽岨.. 同省トF省庁舎格単でー

ら
す
よ
う
に
呼
び
か
げ
az
しと・

2
に
年
八
市
に
も
官
主

・
『
置
の
F
S
Z
A

です・八n六日
-
E
・に・
-
a
a，

と
さ
れ
た
午
前
八
時
f
a
a
Z
由

m

Rumでは富市庁合曙械の勺内鋼

をω
丙調2mzn企高岡村市思金調

E

E

雪

L

I
E
凶

に
事
刷
を
衝
傘
し
て
一分闘
の
m

ttF行
われ・
t
t
同
時に

車
内
の
幸
俊
寸
励
金
の
値
ab鳴り

闘
し
そ
れ
主
に
す
る
E
に

事
脚
旬
大
切
A
R
e
e
'
'
た
え
Z
L

た・

?
?
E
V
E
 

-
z
n
E
土
時
二
一
分
に

品
野
Z
占
倹
府
内
で

、ZS
2
4
2
e

t

z

-

E

t
す
る
'

tp各階で四局られ事刷を観る

j

i

t

 

し
ら

柑制輔副師田市提出日人民〉岬相蜘曹

長 聞から2人"'且"，.mで

i
l
i--

i

 

新
自
治
会
長
一

閉
剛

11

・j
i

円相ほの禍組合
会長
】
管・附

M
併
合
ma胃守
A

・

同

z

a

t
M
富
里
町
四

TM--Ra陸
--
v
'
'
v
*
t

z
?書
官
Z
タ
セ
ル

，イツanJ京・及州司受
マ
蘭

「

li121fli--

平
線
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
が
時
計
緒
寄
付

平
根
回

1991タ
ヲ
プ
ム
m

i
i
j
 

i

-

-

E

公

然広幅句喰家櫓峨包時
u
-

一必e
-a
u
e
市
民
寄
・
L

az
Lた
・

社

Amg仙
ut--mの
-
a
&

L
て
E
E
た
品
で

K
陽
光

:
z'高
m

し
日照
な
L
で
も
九
+
回

一
開
銀
動
す
る
両
E
d
-
-
'

一
号
玉
川
a
専
問

Z
プ会長

田
は「公共
の鳴で
多
〈の嵐官

「
一
日
比
日
は
は
刊

E
め
童
文
化
耐
『E
E
L

i

4

3

・

3
6

山
側
皿
属
さ
れ

-zLと・

こ
f
i
-
-
i
s

鵬
ポき
れ
る
MR覧
会
は
駕
&
‘
，
n

i

i

i

i

 

t
A
Z
4
2
・
山
市
E

E

-
-
Z
E
2
&
 

聖
て
過
M
2
2
2
2

2
4
人
高
め
か
け
E

aTM?繍来復
元
同
型に
感嘆
旬声

を
ゑ
げ
ご
ま
し
た
・
2
=

伺には
同

士

?

士

2

5
2
2
9
、
嘗
回
大
量

雪
員
三
a
Z
2
・

山
富
少
女
高
2
2
2

舎
が
行
わ
れ
-
a
h
と
闘
市
の
来
“
W

E

e
-E

7
k
 

}
9
R
1
目
は

市

・

帰

国

民

健

康

厳戸町之万
四・川磁之介
'v掌

・
中
二
三
Y
H
・
角
材
"'、，

z

a

E
子
M
A
g
-

Z
E
E
-
H
m
一7
奇

ゐ
号
車
網
野
圏
中
関
E

i

f

n
H

z
 

aun町
・奮争議
前
マ
高川山雌

官・・山n賢治

?
L
i
t
-

-Z
E署
長

玉

川

2
/ 

含
叩
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
種
金
に
寄
付

亡
失
岨m
・
@
冨
万
円

自
主
t
n
事
シ
ー

さんAm・】
h

ら
じ川
三it-

E
E
S
に
と
商
品
S

"がanoaLた
・

c
〈ι危櫨られ.f丸
tええ.島贋

-さ，んん

《判吋ι崎花倉a贋》は二
Aサ寸九.句守白殉

E:hitti"品i民まii生量ii

児i

i喜
1

;崎2

i
e量傍

められ
ι
た
に
入
で
Jシ〆マ
7
さJんゐは

i
鍾
空
:
に
福
情
z
1
m
2
!

街t
:
も
ヰ
:

や

t:
L主て

‘主I企主主人
t
:
で
品
i賓
にiな2れ
E:企
品量

-sz♂chれれ.霊事
L
危
.

2
2:

・1
"

B
E
崎
戸
た
ま
ゆ
ら
金

民

説

《第
二
期分】

保
険
科

歯
三
期分》

司の
納
綱
領
で

町

本

社
大
学
の
無
料
法
仲
相
談

γ

ro
i
l
i-

-

i

i
i
l
も

肉
み
栓

k
.
，
鉱
帽
働
党
舎
の
じ
ます
・

骨
E

Z
a巾
2
2
3
・
t
a
u
-
t

・
で
E
t
c
-
重
じ
H
E
T
飾
品
T

t

a

E

l

i

t

e

-

a

 

民
健
.
不
.
臓
発
胃
炎
治
良
品
開
ポ
A
d菌
剤

kamn・
k

e--aそ
の・き
aaざまな
L
F

附町》

，プ
4w

の誌稼上の
m
aに
庖

'
R
s
a
t
r
自

の山
本
庸広--Aんら一代
a五人

が市

Z
E
E
-

H
1
2
会
館
i
t

i

z

-

-

i

 

sqtL'B 

市
で
は
と
の
一
一
Z
需
を

ー=・
7
2
-
2て

az
Lた‘
合

合

奈
良
商
工
会
醸
所
で

i

パ
ザ
用
に
晶舗を

ご
曹
僧
〈
だ

さ
い

-mu--".
‘
【鬼
》幅

‘‘
.
事
合
・
-
--扇

ド巾
心
骨
隙

we《幽zv・・・

1

2

書し
t

f

身
隊

WRM・後n，‘ma胃・づ
，、

白ツのために慨す4T-T''fl

ザ
刈
仙
の
-
-
aLの・・・

を次
句ように
畠啄め
てー‘宝す・

dv
の
と舎
四
十
月
三
四

五
五
ヰ
t
E
ε

こ
ゐ
園
奈
良
フ
?
ia
，
一
階

;
y
e
l
-
-
z
 

L
i泊
14
M
九
月
-
a
a
ら
三
+

日ま
で
の
毎
週
a
a
-
-

H
午前十時，年企慣例邑"に市

野
習
を

1
1
2
2

恰附m-m《酸崎町-八化阿

-
・
"。乞む-》ヘ・

3
2
・2
官
《
級

品》軍略刈u"なと・

I
 

z
i
市
の
i
E
E
-
t
i

鋪E
3除詰
g
.署市

《中闘の両安孟爺耶.""困の
.

届州問主命明司来《丙4yの、'，トレ
ν

ド必市巾

‘.件斤圃

.m小画爵柄
市
.
島
圃
眼
際
... 
山

a必巾
v

の
4
A中'軍字
ιb吃1.aIh‘危

E
と
-
.
I作E
晶
量
腿
E
a
2

z倒型でE市t中2受E公量九品附

占栴

mル《土a金哩町】で姐鑑竃
.FιJ~Lbれ“
 

e室事す一
ζ

』の&怖""晶.M"慢は.a.御市巾

嗣の岡E.E贋z鱒T&iAhM匝.=.zを

機
めるためにM-u略行
b

れて

‘
る
も
の
で
今
命
士
ニ
伺
M

κ術から約rA6a・出品さ

れます
・

【MR咽時刷
】
九月斗一一臼《広》

S
F
i
t
 

九月例H【
トホ
】午前九崎

t
q
Z
FV
2

2

 

主
午
前
九
時
J
E
一
一
日

時



hソよだ
氏市d

t
秦

it

はわたしたらの生絹にlE;たりと･?欠C･LことはでJbJ～せん.身のETウalrt

て
･}
水
も
水

洗
熊
川
の
末
な
ど

水
化
し
ろ
し
ろ
な
■
で
わ
た
し
た
ち
の
書
ら
し
セ
支
え
て
し

ま
す
｡
と
こ
ろ
で

水
の
大
切
さ
は
托
3
Eし
て
も

一
点
托
っ
iJ水
の
J;
方
は
JJ

,
J
ク
と

土
外

や
ま
ぬ
市

内
主
要
河
川
の
汚
染

支
流
九
河
川
で
も
B
O
D
基
畢
上
回る

し
一
う
か
｡
-
,
A-
tL
JJ
し
た
川

ハ
▲
_

･.
相
l
九
L

,･
l_

の
川
書
換
J
て
ほ
と
ん
ど
が
汚
染

l
■
,
､
･
･､
.
'
′

.LpY'.
;

チ
.
そ
<
で
は
葡
A
市
内
を
群
れ

る
X
川
は

と
れ
く
ら
L
X
:
黛さ
れ

て
し
ろ
の
Y,
L
J
ウ
カ
｡
市
が
昨

年
だ
毎
月

一
-
二
E
任
侠
州

扶

♯

川
古
土
川

井
現
川
C
iA:A

円河川の
ー
一定
q
で
お
こ
な
っ

′●■

J■′
1_lUI
･

に
L
士

し..う
｡
(左茨の汝9d

n
JF■
■

,
∴
い
■
′､
▼

灼
*
で
す
.

)

しウも
の
.Ftあ

り
ま
す
.
こ
れ

･J
tLl+_■
･･
_

■A･■

-

_
l
●
ハ
■
'
r
J

･
..
I

き
れ
る
と
き
に
ポ
カ
･t,入
る
横
瀬

の
見
な
不
し
た
も
の
て
Jr
.

こ

ハ
■
小■
P
t
一

.
〟
...
L.-･
り

A,
_
■
■
+'
-/･
▲
ハ
J
■

II

p'

_
T
′
JL
t

タ.㌧
㌧.

,
■.こ,r1-.r
:

㌔

て
L
pM
..pN
す
｡

･′
Ji
H
L
′
Jt
L_
l
Z
T
'.

･
9
Jl
･-

t'
_
I
-

=rI■ハt
r
･,■

現
i<
t

(LO

O
P
P
M
)
セ

T
Elっ
て
..る
も
の
の
小

l

Jr..
_

_
r
I
.-
I

l
r

は

Z

o
P
P
=
JJ私
事
Y
の

山

盲

と
た
っ
て
し

ます
G

■
Ir
川
-

-
l
■
､]I
ハ
■
▲

ま
す
｡

我
i
川
-
芯
十
九
年
よ
に
比
へ
放

せ
か
変
J.ら
な
し
も
の
の

上

中

下
北
し
ず
れ
も
読
*
セ

大
き
く
上
3]
っ
て
L
JM
す
.

T

J_I'r_ヽ
IT
I
I

す
.
小

f
光
は
五
十
九
年

東

●L.

6]▲-,二
･､

-･
J
ハ
ノ

ーJ1...､･
一
_

L
=
･.I..■■
IlHト
■

し
て
..ナ
ナ
｡

.ト
･･′
lt
■
j
_
l
pr
･
I

pと
の
ZE
州

le
列
氏

きれいLL.川
と

は
.}
え
pM
せ

ん｡また支
沈
十

生
J

と
し
て
出

す､

③
お
か
ず
t
.と
は
女

へ残しか
出

な
r.
上
う
に
作
る

｡

こ
う

L
tJち
J
つ
と
し
た
配
点

で
汚
れ
た
水
を
机
ら
す

こ
と
が
で

l
l
r
.
■
■
■
∵

.

..t

.

5.
づ
つ
で
も
.n

ヤ
経
ち
し
た
と

す

ると{
全
件
で
考
え

れば大
へ

ん
な
載
干
と
な
り
土
す
｡
少
し
つ

つ
ゴ

ヤ
耗
ら
し
て
J
く
わ
カ
セ

す
る
こ
と
･cZ大
切

で
す
｡

た
と

え

今
す

く
に
は
熊
し
く
な
ら
な

J
と
し
て
も

や
が
て
州
に
け
九

か
作
pt

ト
/
小
か
升
び
空
し

.｣▲t;,.L･..
L,t′

<
_
_
_
し
.J
▼

q
I
t
ノ
′

の
す
_
ね
肘
九
七
千
と
も
た
ち
に

伝
え
て
し
く
た
め
に
も

･.>
う

一

市内主事四河川a)BODiBt定
ヰ

ホ岨むJ13Tつてr.もものな桁史が出てしますE'

ハJ･･._I■1.･J･,

汚染の元凶はいまや家庭からの生活排水

ではとうして河川が汚染中延排水の80DはlEl人きれるのでLJウカ.棄良爪三月-ia万EZとtbhてJま

<L.1･_㌧･･_,･･1.一.

I′Iに･･●,]′)+.'･Jt一･;._F1',7､Jbぴし､戊TEのJEかカけられけ托してしナっi.とし士す.て..J～す｡とすれば招集の十もとそれだけでnOD･Fl元凶はあ兼良カらの排水かE≡R-≡カムハTGで¶人】書に事1ら九tす｡し嬢につE;の平均pAJはは何しになって

7E
は
な
く

た
か
推

しと,Jゥの

カ
現
状

で

す
｡
こ
の
女
へ
牡
e
戎

廿

･
,
･

■
■

†

P

L

八
T

公共
下

水

道

数

枚

を

急

ぐ

が

家
庭
で
も
生
活
排
水
に
留
意
を

化
し
て
L
JI･う
と
た
ち
ま
ち

.e

l
切
止
さ
な
け
れ
ば

ヰtに川

<
た
よ
一
iJ空
身
し
て
L
f
J

JM

は

9=推

な
光
れ
セ
頼
り
屈
す
こ
と

-
.
L
■

r.
■

L

.
I:

..
･F･
･
･

･.
i
_
･∴

L･
.･
r
,

-
.
･

J
わ
e

l
C
xU
ガ
廿
及
ru
せ
る

にほ士
だ
JIl
だ
吋

Eカカ<
ゥ
ナ

ー
ーそ
れ
f
て
な
ん
で
も
カ

人

で
も

川
に
証
し
て
L
Jh
う
と
十
八
は
汚

染
は
N
rt

や
.EZ
て
川
は
死
ん
で

L
Jh
う
に
さ
JM
つ
て
J
pP
す
｡
qg

-
1

-
h
▼
▼
..
J

h<
l

■
一
ハ
r
r
+
I

F=/トヽ_

,_1-1､
･l
･
_～
.'
.
I
T
IT

事

セ1わてーます｡
ま

た
雀
兼

に加え
人
材
よ
カ
ら
州
に
は
b

■
L
･I
ハ
.J
で
.･
･
l
L
.
〃
､

.
,
;
小
川
■
l
J
I･ft
_
l
r

j<
し

州
の
t
止
状
#
に
つ
J
て

臼

を
土
ら
せ
て
/
N
す
｡

兼
良
に

おして･,?少しでも

A,▲ー
t

L1
.
㌔
,'

■

n

｢
7

ハ
I
,
､
■

.
･]
1
■

え
t1.

し
て
-
だ
さ
t
｡

嘉

川

律

絹

…

上
兼
の
六
一
に
も
★
任か

{
内
に
二
召
u
上
あ
る
はと
ん

とe河川
は
繋良X･セ化てわ

らさらiJーくつ力の爺や町村

七光九て大和川
iJ珪

Jで.
.JM

I.
ハ,j'-I..
r▲.･こ

と
に
サ
阿
ワ

ス
･･･2
と

Jぅホ

JE
J
_
′
.L
･r
t
t
I
･
.▲
.
∫

I
Jr
.

建
設
省
で
は

こ
の
州
と

少
し

で

も
pb
九

..にし
上,と､昨年

に

ひきはき
.大
和川クリ
ン

+
千
/
へ
-

/
一
女
X
ZE
し
て
J

さ
す
｡
こ
の

川の
F
く
上
と
ん
だ

L
I
_

I.･J㍗..+
J
■
′
■

I

.
ニ

ハ

t
,
～
_
i:
,
十

pP

;
.

-.
_r
..t
.L

lL}E
y

A-

た
め
に
も

稚
児
が
一
<
と
な

っ
て
ホ

茨問憩に心
り
れ
rf

X
:

■
ヽ
…
ヽ
,
+
I
■
･

ナ
p_
●

.㌔

十
｡

一
在

わ

た

し

た

む

の

告

に

-

n

t

t

t

，
こ
と
は
で
き
Z
乞
身
の
回
り
Z

て

も

聖

水

車

問

2

2

t

=

、

ろ

な

闘

で

わ

た

し

た

ち

t

t

z

t

L

1

0

と

こ

ろ

で

主

古

さ

は

理

解

し

て

も

一

E

Z

E

E

-

:

意
外

と
関
心
が
な
lb

も
の
で
す
@

鉄

車

電

量

わ

れ

た

水

量

産

量

う

て

川

高

海

へ

と

淀

2

み

手

・

こ
の
生
話
線
広
β
川
や
綱
側
、
誕
の
ぷ
質
を
感
〈
L
水
炉
の
生
物
の
生
息
状
割
合
a
e
化
さ
ぜ
た

り
悪
臭
の
留
保
闘
に
弘
ほ
っ
た
り
し
て
t
る
の
で
す
・
生
陥
鋳
水
L
川
島
ヤ
繍
海
の
繍
境
保
全
に
つ

L
て
も
う

-
E
考
え
直
し
て
み
主
し
a
a
フ
・

や
ま
ぬ
市内
主
要
河
川
の
汚
染

弘
ム
に
も
の
さ
わ
号
を
湿
れ
る
川

は
凶
来
た
し
て
き
れ
1
h
と
丸
え
る
で

し
a
う
か
@
V
F
咽

v-"と
し
た
川

主

れ

|

由

主

れ

る

一

郎

の
川
を
徐
t
て
ほ
と
ん
ど
が
汚
染

き
れ
て
L
る
と
ー、
う
の
が
m
状
で

す
。
そ
れ
で
は
Z
R
主
れ

る
阿
川
は
左
れ
く
ら
ー、
汚
染
さ
れ

て
I

』
る
の
で
し
Z
う
か
B
t
m
が
昨

年
度
毎
月
一

il--=向
佐
保
川

敏

鍵

川

E

川

品

川

め

査

開
河
川
め
?
一
定
点
で
お
こ
な
う

t

i

i

i

;

 

に

L

t

t

J

主

主

値

は

一

菌

室

し

た

霊

平

均
値
眠
で
す
J

支
流
九
河
川
で
も

B
O
D
基
単
上
回
る

t

f

の

喜

に

B

O
D

《
生
物
化
学
的
限
業
要
求
M
Z
〕
と

ー、
う
も
の
a
n
あ
り
玄
寸
園
こ
れ

は

ま

中

に

あ

る

荷

量

a

a
微
生
物
の
凶
き
に
よ
ワ
て
分
解

さ
れ
る
と
き
に
自
さ
れ
る
E

め
窓
を
示
し
た
も
の
で
す
@
こ

の

2

5

2

〈

な

れ

ば

な

3

4
君
5
主

の

asa

み

ぷ

Z

E

E

?

t

て

f

s

Z

T

〈

危

っ

て
し
ま
、
a
z
e
'
・i
i
z
 

で
見
る
と

佳
織
川
目
上
提
訴
聞
の
定
め
る
珊

情唄
篇

-m
A
5
0
P
P
M
V
を

E

J

L

t

の

の

中

下

誌

は

z

t

r

下

涯

は
M
O
P
P
M
L
急
修
館
の

酌
二
信
之
な
q

て

lhす

首
冒
樋
川
目
上
下
a
L
ず
れ
も
&

-
事
組
を
上
M
m
v
て
L
る
も
の

の

干

九

年

度

に

生

る

と 一
二

分

土

半

面

復

L

E

也
す
@

敏
簿
川
・
五
十
九
年
度
に
比
べ
数

依
が
震
わ
ら
な
L
も
の
の
土

。

下

淀

L

Z

主

t

E

〈

上

回

J

L

1

・

E

i

r

f

v

 

t
ド

下
涜
は
五
十
九
年
度

5
1
4
t
 

t

の

の

上

植

は

5

8

E

P

M

品

ぽ

草

笛

ま

で

E

L
て
i

、
ま
す
・

E
の

1
1
2

と

の

百

品

p

t

な

川

と

は
L
え
き
ぜ
ん
@
を
た
支
班
十

一

河

川

で

i

t

z

f

喜
E

の

草

も

九

河

川

が
ぷ
m
u
慨
を
上
回
る
と
ー
、
A
残
念

傘
"
桁
凶
RS
附
て
L
-
z
ォ。

汚
染
の
元
凶
は
い
ま
や

家
庭
か
ら
の
生
活
排
水

で
は
ど
う
し
て
河
川
が
向
粂

2
2でし
J
4
宮

市

内

ιは
大
ぎ
な
工
場
が
少
な
〈

z

t

=

t

s

t

は

き
び
L
、
員
め
飼
が
か
け
ら
れ

て
、
ま
す
。
と
す
れ
ば
持
集
の

一応
凶
は
各
家
庭
カ
ら
の
傍
水
が
一

F

2

2

1

e

L

娠

に

つ

山も
て
は
浄
化
構
で
ゆ
化
L
て
淀
す

よ
う
に
線
制
さ
れ
て
L
ま
す
が

台
所
t
s
f
な
と
に
は
処

理

な

〈

た

れ

淀

し

と

1

2

D
現
状
で
す
a
こ
の
空
物
品

。

カ

久

調

寝

〈

ず

使

t
終

え
た
食
用
油
危
ど
β
そ
の
ま
占
法

出
し
て
し
ま
う
L
と
た
ら
ま
も
E

汚

れ
た
ヂ
に
ま
し
て
し
1
ま

す
。
停
止酒
ぺ
台
所
な
u
c
a
n
ら
出
る

牛

車

E

S

E

-

日

一

人

吉
t
回
目
t
わ
れ
て
t
ま

す
・E

R

A

F

Z

S

だ

z
i
J
i・

す
る
と
そ
れ
t
け
で
お
O
P
a

z
-万
t
士
一万
+
干
釘
で

一
人

一

E

2

3

高

じ

に

吉

て

、

ι
のSOO 0・J邑-31'

5 - ID 

ID - 2D .-凡例

し
a
z
h
a
z
す
@

』
れ
n
ら

L
て

も

各

室

で

と

れ

百

?

の

主

主

主

、

t

z

t

で
し
必
う
固

は
ム
十
谷
広
現
雀
で
附
九
・
七

M
i

z

-

-

L

る

も
の
の
-
n
6
Z
僻
及
き
皆
る

に
は
ま
だ
ま
厄
時
聞
が
a
A
h
ソ
，

t
 
そ
れ
ま
で
な
ん
で
も
の
ん
で
も

川
に
援
し
て
し
を
う
L
と
す
れ
ば
汚

主

主

主

て

川

医

死

ん

で

し
ま
う
比
き
を
吻
て
、
き
ず
・
市

Eプ
1
五
年

E
は
公
共
下

2

2

夏

場

主

開

Z

，

で
飢
大
ず
る
よ
う
急
ピ
ァ
チ
で
エ

f

f

1

1

J

た

主

せ
て
い
る
生
活
環
君
"
な
と

に
ご
て
の
化
学
的
Z
E
食

に
加
え
屯

ふ
年
度
か
ら
川
に
住
む

魚
や
虫
の
幼
虫
作
ゆ
と
生
き
も
の
b

S

れ

の

益

事

る

望

主

血
し
川
の
E
誌
に
つ
L
て

日
主
ら
せ
て
L
ま

t

家
庭
に
お
ー
‘
て
も
少
し
で
も

汚

れ

た

水

Z

T

Z

た

め

次
の
単
を
齢
m
γ
付
し
て
〈
ど
さ
1
0

①
*
と
1
9
し
』
に
a
m
o
n
ヌ
な

ど
が
成
れ
な
ー
、
ょ
う
認
し
ム
R

E
l
・
倉
、
例
年
と
を
備

え
る
@

②
掬
廻
〈
ず
や
食
べ
残
L
な
と
は

公
共
下
水
道
敷
股
を
急
ぐ
が

家
庭
で
も
生
活
排
水
に
留
意
を

a
n
の
よ
ろ
な
槽
ら
カ
な
川
の
躍

れ
は
t
二
度
と
一
取
り
庚
t

L
の
で
L
ぷ
，
a
o
m
れ
た
広
を

-
切
旋
さ
な
げ
れ
ば
信
・
0
に
川

詰
f

f

E

A

t

と

が
で
き
る
は
ず
で
す
O
砿
た
句

に
も
大
切
々
生
活
o
f
--

三
賓
の
食
恥
や
汚
れ
た
次
鳳
の
夜

紅
〈
等
必
ず
本
A
M
必
要
で
す
し

そ
れ
を
ど
こ
か
に
捜
さ
な
け
れ
ば

危
勿
ま
ぜ
ん
@
川
に
濯
き
危
〈
て

t

弘
幸
2

2

2

え手

主

と

し

て

半

③
お
の
ず
な
ど
は
食
ー
へ
属
加
し
が
出

な
も
よ
う
に
2
0

こ
う
し
た
ち
占
勺
と
し
た
配
慮

で
汚
れ
た
水
量
減
ら
す
こ
と
が
で

i

i

で

た

と

え

一

守
づ
つ
で
も
ゴ
:
を
減
ら
し
た
と

1
品
全
体
五
え
れ
ば
大
へ

ん
な
敏
字
と
な
り
ま
す
・
少
し
づ

っ
J
2
5
e
減
ら
し
て
ー‘
ぐ
努
力
安

す
る
こ
と
治
大
切
で
す
・
た
と

え
今
寸
〈
に
は
鍵
L
〈
な
ら
な

L
と
L
て
も
宇
が
て
川
に
U
魚

泊
性
Am

ト

γ
ボ
a
a
m
ぴ
受
L

1
5
2空
す
よ

う
に
危
り
ま
す
e
m
L
川
め
謙
れ

は
白
線
だ
け
で
な
〈
弘
ず
も
の

心
も
豊
か
に
し
て
〈
れ
a
z
ず
e
そ

の
貧
兎
立
断
定
を
子
ド
と
も
た
む
に

伝
え
て
ー、
〈
た
め
に
も
も
う
-

1
2
2
3倹

L
て
〈
だ
さ
t
a

一
大
和
川
隊
全
国

一

日
で
ワ
ー
ス
ト
2
-

主

Z

E

S

E

出

に

二

E

t

s

i

E

河

川

は

宮

市

E

E

ら
さ
ら
に
L
4
2
車
町
村

主

主

大

細

川

昼

、

t

き

ず・

こ
の
大
和
川
は
a
n
念
な
ニ

と
に
AI
同
ヲ
l
ス
L
F
2
と
‘
う
水

質
誌
の
ひ
之
、
河
川
と
な
，
て

L
ま
寸
@

強

a
省
で
は
」
め
川
を
少
L

で
も
き
れ
i

、
に
し
よ
う
と
昨
年

に
ひ
き
飽
き
よ
λ
和
川
'
p
l
γ

て
二
L

L

E

し

て

も

1
・4
川

z
i
f氾

t

Z

た

と

れ

ば

E

量

廃
な
ど
の
俳
脅
か
が
原
闘
で
す
。
こ

の

川

に

き

れ

L

量

れ

S

A

r

t

め

に

も

E

f

f

α

J
1
1汚

水
を
附
さ
な
、
努
力
会
刀
必
要
で

寸
a



奈
良
市
は
寸
糟
源
公
正

a

つ
E
Z
に
よ
る
計
画
的
な

2

1

j

に

か
か
げ
市
民
の
衡
さ
ん
が

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
「
生

霊
れ
て
よ
8
っ
た
L
と
、
え
る

ま
ち
b
z
つ
〈
る
た
め
の
さ
ま
ざ

E
車
を
書
て
い
ま
す

そ
の
時
々
の
宮
市
め
住
居
貨
な
ど
巳

っ
ー
、
て
市
民
は
ど
う
受
け
と
り

E
ょ
う
伝
意
見
や
重
品
い

て

L

る

か

型

し

そ

Z

分

析
結
果
ι
宮
市
島
県
に
反
映
さ
ぜ
て

d
'
に
・
か
で
住
み
よ
ー
ま
ち
づ

〈
9
・
の
嘆
現
に
肉
付
て
の
積
"

と
ー
も
の
で
え

E

里

は

昭

和
同

士

事

t

Z

E

専

門

自

に

よ

っ
て
実
箪
し
二
十
禽
以
上
の
市

民
の
ゆ
A
M

あ
無
作
為
ド
抽
出
し
た

調
査
向

型

千

二

百

人

員

主

主

遜

L

、

そ

Z

E

t

a

-

t

A

学

的

閲

覧

で

市
民
の
衡
を
製
大
成
す
る
も

の
で
す
。市

政

モ

ニ

タ

ー

と

マ
マ
さ
ん
特
派
員

市
民
め
宙
戸
を
行
&
取
に
主
治
す
施

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
昭
和
五
サ

ヰ

度

t

z

z

'

ー

と

マ

:ん
2

2

両

君

主

足

L
az
L
t
・

E

Z

F

1
銅
賞
は

E

i

l

i

-

-

z，

oら
零
児
島
平
安
望
b
z
聞

き
』
れ
を
市
政
に
反
映
さ
也
管
る

も
の
で
す
。
特
定
の
E
i

L
i
j
 

そ
の
た
め
巳
市
て
は
つ
泊

に
世
間
民
意
.
の
動
向
を
つ
の
A

』
れ
を
e
JF
副
か
〈
‘
績
に
反

映
さ
苦
よ
主
力
L
て
k
重

ー

と

の

E

E

品
3

2

ω

と

し

て

主

主

号

占
め
る
の
か
「
A
2
.

，Lで
す
。

宮
古

E
一面

市

と
し
て
a
m
広
些
か
骸
偏
さ
れ

た

き

ま

3

i

i

す
る
t
め
こ
の
公
聴
を
寓
夜

L

E

i

っ

き

L
を
つ
ね
に
太
〈
保
2

う

ら

E
a
s
-
-

t

i

t

i

 

E

2

1

2

品

度

は

Z

L

2

2

"

に

市

i
1
i
"
 

の

堅

守

品

"

し

て

も

ら

も
「
市
民
だ
よ
り
」
に
燭
-
a
し

て
、
く
も
の
で
寸
g市

努
め
て
i

、
き
す
・

こ
れ
ち
年
間
公
鹿
活
動
と
し

て

は

革

盟

主

F

z

n

E

Z

E

Z

 

i
iによ

る

z

i

z

八

車

検

を
と
A
Y

て
、
，
す
@
以
下
は
そ

巾

続

し

も

E

品

E

t

-

-
マ
に
し
て
E
t
代
表
を

還
ん
℃
そ
の
喫
際
に
"
し
た
意

見
や
苦
t
h
眼
β
ら
み
た
世
間
政
の

?
を
市
長
と
話
し
合
う
て

t

i

め

で

そ

の

内

E

「
市
民
と
よ
り
L
な
と
で
お
知
ら

せ
し
て

L1a

市
政
懇
談
会

E

n

i

i

i

 

市
内
各
嶋
緩
で
開
ー
、
て
ー、
，
す

ニ
れ
は
宮
市
町
-wgAU直
働
側
現

地
に
出
向
き
E
さ
れ
た
E

E

E

a

z

e

t

E

に

i

z

i

t

t

な

き
ん
の
E
聞
き
こ
れ
を
奈
良

2
2
B
筋
力
に
し
よ
う
と

L
う
も
の
て
す
@

E

草

壁

際

金

市

民

喜

1

2

-

t

t

、

学

習
し
て
L
た
だ
く
た
め
に
f

'

Z

E

L

ら

ん

な

重

量

内
し
て
ー、
ま
す
・
開
催
の
っ
と

『

E

f

t

-

f

4

2

3

し

さ

す
・

j
i
l
l-

i

i

z

'

T

Z

 

L
て
t
az
宅

内

自

で

は

謀

長

著

i

i

i

に

宇

品

毒

を

ま

る

も

の

制

Z

E

T

2

0

9

1

 

な
っ
た
主
に
関
す
る
も
の
が
泊

号
、
る
の
か
益
手
。

民
相
談
室

す

べ

て

の

E

2

i

s

t

ま

泊

で

E

よ

う

に

と
盟
四
十
二
年
か
ら
公
言

聖
一
環
と
し
て
「
E
S噌
L

を

E

L

E

に

空

る

よ

う

i

門

に

わ
た
る
相
警
務
走

行
司
て
ー、
ま
す
・

六
十
年

度

中

高

E

f

n

尋
四
百
十
一
件
《
前
年
度
例
年
二

百

七

士

き

で

Z

H

E

Z

五

件

と

を

ご

1

《
以
t
r
M
m
扱
件
畿
は
大
寸
年
度
V

禽
叩
政
綱
窃
Li
 

-
-
-
繍
少
の
鋼
肉

2
2
2
も
の
に
つ
、
て

の

Eで
2

2

は
=

Z

伶

k
a
e
守
ょ
の
一
体
柵
加
し
た
も

の
の
』
一
で
は
与
々
減
少
傾
向

に
あ
0

・zす
@

E

t

i

E

Z

 

・

に

i

s

b

Z

し

ヒ

割

E
め
て

L13

内

T

し

て

は

前

進

の

Z

S
T

街
灯
段
匿
な
と
建
aaE
関
係
b

サ

作

品

I〈
そ
れ
も
洩
穐

状
a
・

2
宇
創
刊
当
課
、
の
照
会
を

量
と
す
る
も
の
が
Z
L
て
L

azす

行
政
相
棒

-
温
槍
め
・
縛
.

-
ヨ
血
事
湿
器
橿
蹟

圃
眼
前
そ
の
但
公
草
公

開
K
と
n
行
司
て
‘
る
代
事
で

納
得
で
E
与
と
の
富
生
聞

き

網

E

f

t

-

e

六
1
E
Z
喜
一
主
件
で

.1R1・
."・白州刊闘..険岬.1・

幅 22J"

a

z

は
乎

九
百
件
と
五
十

七
年
度
の
一
一

Z

士
'
件
を
ぜ
l
p

に釦年々

械
少
し
て

、
き
サ
・
こ
の
要

凶
と
し
て
は
葛

門

前

品

量

関

が
岨
弔
え
た
た
め
と

恩
わ
れ
ま
す
・

主
な
制
緩
は

i

-

E

 

十
一
再

E
閃

恩
百
九
十
九
件iコ干

八
件
の
酬
に
な
っ
て
ー、
ま
す
・
内

自
置
の
傾
向
と
L
て
は
夫
婦
問
恩

て

は

E

主

:

Z

E

E

は

1

3

2

1

2

2

く

2

2

t

同，.，... 
耐開

.‘..... 
剛司令 M

・・-.. 
岨圃・.

主
律
相
蛾

Ez
-

-
ぐ
・・
・
問
・

a

t

i

喜

細

肢

は

毎

週
均
値
目
に
市
役
所
の
細
胞
解
也
星Z
Y

Y
も
め
と
火

水
曜

日

昼

大
路
町
め
織
判
所
内
弁
飽
土
健
室

で
わ
う
も
の
と
8
・
e
号
室
す
・

i

i

z

'

十

二

件

で
年
々
湖
飽
の
傾
向
に
あ
り
ま

す・
相
談
内
曾
で
は

相
鋭剛山幽司会刃

喜

子

八

件

主

主

〈

ご

で

E
問
?

=

i

旭

詰
問
題
白

一件
品

L

t

を

す。
相
続
開
周
で
は

関
係
優
位m
め

童
;
プ

ル
が
踏
ん
で

z

t

の

が
府
立
ち
き

す

e'庭問
題
で
は
黙
写

失
・
の
稽
婚

出
す
品

援
が
ふ
え
て

ー、
る
の
e且
軍

近
め
続
叡
で

す
@也
ハ
+
写

i

E

 

般
の
宮
と

L
て

2

• 

S

T

て

工

高

よ

り

即

E
の
あ
る
「

F
7f

理
主
槽
加
L
て
L
'
t

人
組
樹
齢

-
ヲ
ラ
4
パ
シ

l

=z
i
 

み
ん
な
か
ら
不
可
に
仲
間
は
ず

t

ー

た

ち

不

当

な

諸

君

受
斤
る
危
と
人
倫
帽
を
お
か
さ
れ

た

と

E

4

2

E

;

+，. 相
談
件
&
u
k
十
八
件
で
歯
周

年
に
比
べ
A
T
四
件
緩
少
L
て
L
奮

す
e全
体
的
な
傾
向
と
L
て
は
相

変
わ
ら
ず
近
雌
瞬
間
の
も
め
ご
と

g
-聞
の
鑑

Jw-T立
、
の
舎
に
関

す
る
問
買
高
齢
密
の
欽
費
削

周

プ

ラ

イ

シ

1

2

穂
署

と

弘

司

た

利

型

車

E

号

、
ま
L
た内

心
配
ご
と
E

-
ト
-v
プ
ほ
阜
R

・

-
聞
の
⑤
め
ご
と

偶
人
的
危
悩
み
や
心
配
ご
と
、

Z
飽
き
ま
ぎ
ま
な
g
E
じ

る
た
め
昭
和
阿
十
二
匁
に
陶
開
設
さ

れ
た
も
の
で
と
ん
危
-
&
で
も

仰
続
に
応
じ
る
た
め
広
〈
利
用

さ
れ
て
ー
ま
す
・

2・“ 胃a岨同
-車
庫
鬼

-z

偲
Z

〒
梱
餓

一
胃
袋
の
艦
鎗
に

-
よ
z
e
--a
同
盟

i

i

i

i

 

み

こ

与

号

E

の

ま

向

K

3

2

の
i

E

自

主

E

F
a

，LM骨
量

R
E
-
-完

-
位
制
珂
す
る
畜
憎

倒
援
鍋
件
数
は
百
六
6
1
二
件
で
前

角
度
と
日
同
じ
で
し
た
。

内

自

主

f

z

a

た
OA

す
般
的
な
傾
向
と
し
て
は

E

品

峨

画
"
の
E
に
館

肉
す
る
家
庭
問
題

A
V

，
金
比
よ

る

家

5

2

5

L

て

の

綱

緩み
w
多
〈
み
ら
れ
ま
し
た
・

n
t
r
創
設
と
L
て
は
u
E
演
画

住吉

-
i
iに対

Z
貸
し
付
け
な
ど
の
2
2

く
見
ら
れ
，
L
た
@

伽

m
盈初
会
計
梱
験

聞
編
俊
樹
僚
に
つ
ー
、

白
で
.
与
後

auと

金
主
れ
の
う
ち
拘
置
E

へ
の
附
扮
状
息
の
緩
告
と
そ
れ

色
町
幡
利
保
令
を
H
附
と
す
る

-R'

に

関

z

s

o

a

員

1

創
設
な
ど
に
応
じ
る
た
め
開
E
L

E

-

-

手

主

の

Z

は

互
主
体
で
し
た
@

2

2

Z

置

に

つ

L

て

が
金
も
多
〈
つ
、
で
暢
与
副
慌

時
得
税
e
定
申
併
と
な
ヲ
て
L

重
す
・

慰
霊
立
に
関
1

4

a多
〈
鋭
、
て
車
問
必
の
品
貿

E

と

な

Z

L

1

・

こ
れ
は
あ
L
t
ら
ず
菌
股

;

E

?

;

セ
ー

ル
ス
な
と
符
詰
害
対
す
る
苦

情
8
参
、
』
と
を
が
L
て
お
り

E

E

Z

 

W
Aフ
刷
費
省
の

-m発
意
徴
の
低

下
と
も
ラ
た
世

州
刊
を
反
映
し
て

t
る
と
i

、
え
ま

す

ヨ念

4戸

台



M'"号

成
長
を
祈
る
l
奈
良
の
夏
ま
つ
り

:
i
f
 

り

F
r
E
z
-
-
の
t

聞，、!とιvan--立
-
e
，
.
か
L

き
a
t
?
『
E
の
ふ
る

a
&
』
L
と
し
て
犀
自
x
b
』
開
'

Y
に

-
E
f
t
-

。
z
u
S
F
T
Z
写

Z
T
L
て
f
t
?
の

ま
つ
り
a
a
の
り
e
一
す
・
砿
“
ニ

土ハム

τ七
術
品
E
f
今

寺
十

M
E『
Z
の
官
官
つ

。
』
ム
三
三
M
閉
め
の
「
悼
ん
危
ら
室
内
，

Z

に

E

z

t

E

ー

した
・
こ
れ
ら
は
a
m
z
z
'

の
中
で
も
劃
L
k
az
つ
勿
で
す
・

「夜
良
の
夏
童
つ
嗣
ツ
L
U
初
日

ι笠宮
z
a
の
タ
ベ
一
日
め
b
m
際

文
化
交
a
認
め
タ
ベ
と
L
、
県
庁
前

広
・
で
盛
大
に
行
b
t
し
た
・

菊
良
.
乞会
人
天
皇
哲
雄
銀
、
民
土

長

日

舞

t

Z

4

1

ビ
忌

よだ民市良ヨ長昭和胤年a月"自

謙

館

'va
Z
町
一

E
-
e
Z
F
型
守
品

附
句
れ
-
z
L
t
e

「
ゆ
j
A
な
ら
-
z
つ
句
』
て
は

E
i
j
a
 

-
-
て
の
r
a
句
通
り
で
え
あ
ん
と

eし
v
b
a
-
m
η
，
L
'
ー
め
ん

f

:

I

I

T

E

 

L
-
-
2
2
め
E
t

ら
し
位
内
作
は
J
J
e
h
，
.
l
v
v
"

に
、
は
ん
ど
も
の
-
J
v
v
'
ν

;

u

t

i

-

の

5
・
e
t
f
，
し
た
・
・

ら
E
E
f
-
-
カ
し
て

z

t

a

-

-

2

匁

え
u
m
人
の
作
品
企
H
U
思
え
件
直

i

も

f

i

i

棄
し
ま
せ
て
4
t
弓
-2

1
6
は
今
年
で
二
H
め
で
す
b

自
は
さ
ら
に
E
E
T
L

-
H
a
の
ね
ぷ
た
ま
つ
り
の
よ
う

物
証

L
て
も
き
た
L

L
と
の
事
で
す
a

主
色
ワ
ら
の
寝
室
。

t
Z
に
伝
わ

る官、伝個鹿島

K
切

に
ι
u
が
ら
多
〈

の

EEによ弔

て
衡
L
r
E
E

'
め
て
、
〈
ニ
企
ι
苦

闘
聞
と
s
h
れ
て
t
る

よ
，
で
す
P

また

『

2

2

1

z

a
-
-
t
2
・Rの
健

L
『
ほ
ん
な
ら
-
z

ぅ，L
の

'ew
--F

'
・
ー
は
‘
眠
に

ま
長
z

t

t

T

〈宮

に
作
量
れ
た
t
n
に
よ

2〈
Z

S
令

て
‘
ら
ー
、
た
‘
と
L

，，) 

E

E

2

2

4

E

L

i

い

ど
@
蘭
庫
衝
471ム

今
回
鳳
ー
、
乱
あ
る
よ
う
で
す
e

h

t

q

Z

T

つ

り
ふ
A
a
a
の
易
事
ι
m
e
，
，
，
.
危

友

7

7

2

2

4

り

は

r

t

と

2

2

1

η

も
お
令
と
"
と
し
た
A
.
。
臥

，
 

し
て
力
・
〈
成
長
L
e
t
p
て

日
み
の
術
省
・
6
ま
つ
り
の
一
っ
と

し
て
将
血
友
一
司
る
よ
う
巳
な
る
ζ

と
品
込
書
す
u
そ
し
て
=

‘
左
手

t
，
組
す
る
人
が
ゐ
の
ふ
る

さ
企
t
て
z
s
u
f

品化ehれる・・

9"で
あ
る
ニ
&

金
剛
'
守
色

F

E

E

t

L

t

f

 

Z

長
A
E
a
平
初
め
て
持

見

L
s
h
o
t
ょ
う
己
2

2

1

2

・

E

x

i

t
ょ
う
で
t
-
t
I

2
2
品
、
f
t
.

-
2
:
・
な
・
1
2

2

4

T

:

L

f

t

 

が
量
的
Z
Aに
?
l

の

s

i

t

z

-

T

X
i
i
ie
 

助
帆
内
品
阪
出
開
業
務
へ
関
心
を

中
央
公
民
館
で
救
急
講
誠
会

日
唐
家
康
と

、
に
i
f
t

a
m
え
る
こ
と
が
で
き

u
、
乳
幼
児
A
B
a
-に

具
合
D
守
色

今
た
と
き
鉱
た
ら

は
お
る
お
ゐ
し
て
し

ま
k
a
b
で
す
e

九
月
九
日
は
「
敏

2
E
こ
の
目
、

j

u
a
量
Z
m
へ

一は
一

め
関
心
を
a
め
る
U
7E

です
a
事
業
向
島
健

一
しr三

厳
守
現
巳
は
十
分
注

一る
一

手
E

と

2

f
一す
一

里
で
す
が
こ
の

一と
一

Eに
5
2
5

鳳
e
a
o
空
軍
指
働

一よ
一

主
備
の
て
ま
E
L
一け
-

aものです
・

一受
一

ら
u
a
m
榊

-e
-

a

g

E

z

--
-

の
き
・
で
2
ゐ
と

一惨
一

r

'

s

z

e
一怠
一

T

E

企

Z

-e
-

E

E

T

1

e

[

 

4
・
百
九
日

【
火
》
午
後
一
時

2
一三時
v
k
p』ゐ

島
問
中
央
公
民
・

2
=
-袋町》
守
内

T
E
守
家
庭

の
a
'
放
と
依
舎
一
柵
E
L
-
-
'
・
B

E

E

t

F

5

2

防

j
一E
a
ふ
た

俊
民
小
杷
象
急
に
つ
L
て
L

一・純血舗

r'一での闘@惨包句，..・"、.空量

E.泊l

事銭高
刷肺白書網目同州

..... a. 
fUAU2.2nA 2日
U.!IIIIS・鵬醐酬

... ". 3'“・
.飢‘.. 附町叫.山川.崎• 白".厄炉山...刷"帽'岨.凶崎

鴫即.叫 m 即
.叫トマ叩軍.鯛州u " ' . ， .匂'
......，・~..... 

...省調盆/

6話事:;時 |

L
て
t
Z
E
告
は
ま

ず

f
j
L
L
4

，
 

同
了
刊誌

一
体
香

川崎

1
1日

一
め
刊

い
は
間

一じ

1

j
JJ川け

戸」

払
川

E

Z

副
院
が

5

・2

守

-
a氏

i

g

Z

E

E

 

-

2

i

s

l

 

e
，
g
a
H
ら
A
1
p
の
よ
う
な
ニ

一

企
に
も
ゐ
を
催
。
a
g
L
a
e
F

-

E

f

g

で

E

1

9

一

Z

E

P

-

-

z

t

E

L

f

-

五
月
二
十
九
日
三
条
町
の
ス

空
4
A
I
t
-
，

t
i
e
上
金
一
Z
c
z

z
p空
会
主
市
肢

E
8
2
1万

円
e

同
コ
干
一
H
山
-
R
町
の
広
凶
久

-m-さんanbaxの建maRA千

円
v
t

付
着
喜
壁

"
v
八
d
八
十
A
Z
門
・

穴

n
u
a
鍵
-
-
k
・
入
金
-
n

らMF，、，.74，
... へ

1

b
f
L
r
a
門

同
六
日
依
・
・
町
の
一一可恨-a・A河

ん
t
E
M
R
F
1
2
・

に
企
丘
町
円
・

阿
丸
"
念
水
野
町
的
陰
M
マ
s

i
l
i
-

-

包

4kt・

国
間

+
u
a
'
a
R
・
9
l
'
u
，
a
，
，

ーら

Ea‘±句

"
+
日
中
.
，
a
ヌ
，
丘
一
γ
u

の
'
e
・
7
5
・
n
-
w
'
U
7
1

2

t

2

Z
園

早
二
回

R
3
1

寄
鍋
-
a
会
8
ι
2稽
-zの小筒

'
a
金
一
万
一
千
門
。

岡

高

日

語
大
和

E

E

突
き
ん
か
ら
佐
保
山
鈴
子
第
ヘ

飢

タ

y
メ

ス

予

νオ

同
十
E

2

・KT
M聖

買i悔
鐘.一ぜ刀空nヨ占-干千t百附十士占

門
島
同

;

I

Z

E

E

S

E
t
t
E
E
L
ヘ

行
鍵
-
t
J
b
i
T
五
観

同一

t
i
i

;
i
t
て
も
ら
。

T
謝
礼
大
千
円
。
、

同
一
一
占
H
g
a
t
n

h

E

2

2

幸
町

岡

J

H

t

E

出処

f

t

h

E

2

1

'

 

;円
3

2

4

2

2
T
ん
か
ら
日
韓
に

t
A
2
3
万
円

z

i
-
j一

向
か
ら
1
一
万
寸
千
円

周
一
十
六
H
-
h
町
止
の
楓

z
r
t
h
福
島
に

と一一一?h門。

開
二
十
八
U
H
n
ゐ
4
1
ィ
，
F
G
n

:

Z

第
十
八
問
。
t
k

つ
な
〈
観
め
会
へ
八
万
二
4
六

円・
岡
三
十
日

山
酸
町
の
仏
側
久
畿

i
T
:ー

で
骨
平
"
の
午
筒
凡
崎

1

午後

Gtzt干

・置で》

v
a
・
周
電
話
園
舎

v
m
a
n
-咽
g
a
・
H
a

Z

R

人

Z

m

a

電
信
電
信
児
-z

-
コ
J
'
i
-h

T
T

t

t

j

i

-

h

 

i

A

i

;

'

ル

《

z

i

-

-

金

，

の
よ
う
に
a
'
随
一
て
ー
、
a
f

持
品

z
t
=‘

ぷ

E

7

2

・

車

産ぞ
E

a

t

t

こ
ゐ
本
泉
町
竃
屈
な
を
‘
a

E
に
E
t
A
2
ス

;

i

t

-

-

さ
ん
a
-
z
t
五
千

円

1
品
S
君
千

仁
十
八
円

仁
川
E
Z
E
干
門

Z

書
E

E

t

品

普

富

士

夕

、

:

a
a
u
g
-
-
逼
司
ん
晦
各
一
台
企

Jρ&7~'コ正一『偶

開
七
u
a
R
a
M
R吠
a
a家
信

a

主
主
隠
2

2

r

・

2
2
4
周
年
Z
t
・

7
1
i
s
-
-
一

万三
Y
大
商
六
十
一
且
門
・

岡
八
日
丙
ふ
辺
町
の
・
関
・
的

-
T
A
e
b
-
-
V
問
。

阿

九

目

Z

7

1

4

ド
礼
金
鍾
鍾
働
，
a
会
温
存
A
2
8

i
i
:
 

2
2
2
7
十

円。

Z

E

t

t

f

ん
a
n
h
y
d
つ
〈
句
人
魁
欠
。
八

点
「
陶
+
一
日
帰
a
m
岡
山
即
町
の
山
面

気・
3
ん
か
ら
肉
、
a
-
m
働
調

E
一台

同
十
回
目
国
大
白
帯
断
町
め
E居合

在
t
z
?
"・

阿
十
九
日
写
回
u
'
丘
の
匿
名

民
か
ら
民
a
"
b
k
ん
た
a
・

M
雪
干
一
回
マ
圃
陽
二
丁
目

塁

型

i

t

f

こ N 

品
は
除
〈
M
V
E

2

関
y
M
叫
・
網
儀
作
品
の
-
m
a

ド

?
μ
u
a
写
彰
氏
名
A
b

i
a
n
J
d
】
を
‘
え
る
」
院
勧
観
鋼

ah&
wv応
a
-
・
九
n
↑
a
a
室

二
am零して
L

る小
7
u
n

a
m
〈
の
‘
‘
‘
s
u
-

-
Lセ

S
I
n
s
-

a唱

A声帯
M
E弱
祭
事
伊

上
初
吉
備・
・
@
創
岡

八月

jA
十
日
【
土
W
T
・
-
可
V
，

嶋
田
t

・4
i

'a完宅
市
内
停

H
n
の
牛
十
a
u

土
n
A
て
あ
れ
d
i
t
t
a

-

-

f

s

 

一官。集会AιTaRL

1
1
5
2
 

，
，
A
A
n
ι
り

c
a
十
乞
伺
忌

Eと
L
て

i
iに

四万一AV門吋

同
二
十
四
“
依
修
ご
一

胸
町
自
由

;
i
i↓ 

十
周
毎
記
念
4
U
盆
金
十

五
H
円
-
v

Z

E

E

!
!
 

;
1
1
 

・
a

同

I

H

事
陵
町

S

z

a--匂
i
!て

嵯
人
.
弛
備
金
↑
阿
L
T
耐
門

同一一
一ι
i
r
目
山
陵
町
の
仏
爾
久
a

z

t

a

z

z

f

 

門

E
E
t
千
円

・

肉
E
V
E
-
T
ん

t
i
f
f
 

同
劇

岡
三
十
一
日
&
A
b
R
b
v
町
品
川
組
閣
F

=

i

t

E

E

e

 

」
て
d
'
y
・
7
4
?
‘
.
泣
百

万
円
-
v
・
幽
F
A
u
-
-
F
た
a
z

ゆ
ι
句
会
か
ら
d
e
'
y
'
e
-
，
，
.

-z'・Re-A翠
a
e
-
A
H
何
・

• 
@ 

@ 



市
政
懇
談
会
開
始
…
…
=
S

I

市長比じわ市の幹九か市内
失■されて
-
ナ
ナ
.

一
▲
_
'
_

JT
4
.
k
L
r
I

･･F
'
_
チ
.1,
J
C
<
r
U
∩
I=

差
合
全
土
≠
)
が

八
月
も
E;
の

■
†

■
¶

}
●

■
■
■
㌧し

,
■1

ト
.
‥
･J
t
m
I
_

r'

JJ屯
茂
り
爪
幹
五
十
四
人
･q

f

R
カ.
ら
ほ
n
私
益
C
:会
長
ら
代
兼

I;
人
血
出
∬
L
JI･
L
iJ.
士
で
､

X
]EE
鞘
艮
カ
ら
も
し
さ
っ
と
市
政

皇
女
に
対
す
pJ3
現
胡
カ
あ
り

は

-
･
▼
_
I(
K
■
.し

-

止
'

垂 で 重苦毒 三悪芸青空ラジオ体操会へ
【l一 金甘モ 8f=4I
hb会 完苧三豊 志 学 全市で42,DOO人参加
1で 内'/,L 少の

J'<
す

わfJi
カ
E

F石はf天日の分
と
食
わ
せ
て
E
万
一
一
八
a

■
r
t
t
一
_
.J
'
･,rr
†
I
ト

ー
I

P
,
.
●
一
･,
L
rJ
_
I

会
に
間
し
介
pe⊃
せ
て
く
だ
さ
し
.

け
る

)と
iJ･L:L'ウ
暮
す
.

三
d
qJ(
書
LL.
▼
H
l先
LI
∇
法
事

下
水
■
■
t
Ed

市
の
rl

q
･.-
▼
六
垂
町
▼
云

H町
▼
JF

'
に

I
<
九
戸

手
並
工
事

‖
町
一
〒
‖
▼
西
<
ま
E
丸
町

･q
l
rt

二
の
ほ
と
つ
F
の
令

一
r
H
∇
占
<
守

JLL二

つ
じ

町
の
l
苛
百
八
十
九
戸
で
汁
化
t

▼
乍
閉
F
U
元
Lh
一
I
U

2'
▲
tI
.･K
i
=
_

■
■
汁
.
-

I
ハ
l
<
･

I
J･
.I
_
'
L
_

L
H
T.
I
-
-
･J.

T
/
A_

_

■
l

′
八
._J
.
1

b
J
t′

な
}
祉
企
T
く
り
へ
の
y
L
セ
折

た
に
し
て
し
ま
し
た
｡

-
t
7
h
い

._
ヽ
r
JL

=.i

_
･
l
t
r
㌧

r
_J

_
(.,A

竿
常
公
な
ど

さ
ま

ぎ
JN
.LJn
ウ

発振現場や出土
遭

;
三

-

化
ZE

物
に眼
を

輝
か
す

言
▲
へ六+<

‥:Mi.M.
:
f
i…∵
<.;

1
7.
..rjT.
｣
=

琵

基
本
法
制
定
へ

差
別を
なく
す市
民集
会へ
八
百
人

r連
用
を
lL-く
す
執
れ
月
間
し

金
A
BG)
カ
M
･E=九

州
民
ら
八

中
の
七
月
二
十
八
日

市
史
払
文

白
人
･E=*
加
L

JN
し

た
｡

I_
･

･
･
て
t
J_
I
.,
L･

↑

JL
-

八
州
-
■
･.
.

▼
1

市
37集
金
)

(㈹

捕
れ
4=
萎
<

故
事
対
横
軸
朋
柵
Ld
法
.
か
あ
と

越し･

■ir卜
‥･′
■
･

)
_

■

ハ
1

･,i_･●f
t
ノ

■
L

を
発
っ
て
も

ら,J
モ
2
-

t八三な

I:■●
川
･

‥■
.
t
r
f

rI._

'tr
_
､
j

IL■
■

J

r■

し
八
巽

p

に空
文

皇Tけ

ナ
LLY'
式
に
は
市
田

内
妻
盲
ハら
市
警

札
も
と
代
声
ら
バ
十
人
が
出
肝
L

t

し

た

ゥ聖
丁
三

萎

.
′
●
r
r
L
L
'

.
I
-
･

曹

ソ
二
軍

六
つ
の
tr
甲

'

･･L
I

t
r
_
Jr

y;I

I
..
･
′
.:
.
･･
'
■
4
'
.
∫

I
t
r
.
-
_
■
.._
･V
■
_
Y
,

A(

1.
.4
4
_
I
.
;
_
■
■

帯
群
も
即
が

t
*
の
rt
I,
ニ
L

･
-

.

.■■■
■
.
I_
-
A.
,

の
は
用
i}Fi対

さ
れ
JIt
I･｡

tt

<少年少女合
奈良

'
Za
Si
金
双
書
4
t

少
年
少

■

L'
T.
1J
T.
i

E
■
●
_
_-

愈
々

との凍
t
W
t
立
十
五
ZE年

Ld
,一▲
r
..(ヽ

､
■
∴

,
I
.

I

き
t
十
g

と
き
-
八
月
二
十
三
EE
(
土
)

正
午
～
四
時
▼
と
こ
ろ
-
県
文

化
台
車
大
+

ル
E>
入
*
科
I

■い
こ
れ
に
そ
..j
え
て
奈
良

女
良

∩
_
■
Jt
･
..
†
ハ
′
<
Jh

'

.
L
一

りよだ民市良奈 (.) 

市
政
懇
談
会
開
始
円
周

ま
で

l

布
肉
各
地
で

附和"竿 8J!15B

市
長
は
じ
め
市
の
総

a
a布
内

各
旭
区
へ
幽
肉
L
て

里

〈

E

の

E
p
aに
反
映
さ
せ

i
E
;
8
2
 

i

-

f

iの

書

聖

書

需

型

車
切
り
に
始
ま
の

t
t

易
議
会
は
昭
和
四
十
二
年

nら

開
か
れ
地
蟻
の
富
安
値
'
P符
撃
の

あ
号
方
々
ど
に
つ
‘
て
絶
級
住
民

tも
に
開
与
え
る
タ
と
し
て

青空ラジオ体操会へ

全市で42，DDD人嘗加

第""号

写骨格
U

千
勉
き
の

健
縦
約
な
今
d
，

z
j
b
 

吟
飛
ば
そ
う
と

恒
例
の
曹

'hzヲ
ジ

オ
体
機
金
が
km
内

側
自
工
会
舗
で

八
月

一

n
t十

日
ま
で
喫
値
さ
れ

;:.i
官

約

1闘里号万亙一;

市

E民監
d
E.」巾1灸喜会
高
嚇
型
の
品
樋
呼ノ

池
陣
上
齢
篠
聴
筏
幽
場甥
で
は
約
=
三
-音
百
人

の

z衛E民2が芝
E生の
雪
ヲ

14l

2、
に

E広5at0
白早品干詰絹の

2さわ

a字
守
か
匂
亀
喰
空
信
気
弗
を
胸
i、
、
勺
ば
、
に
皿
叡

i
t
-
-i
 

南
市
庖
宍
‘
，

.e--J益事
陸
上
値
罵
信
g

・で3
2
・2し
む
皐

留
地

S
E
・思慮
の
観
予
た
ち

実
泊
さ
れ
て
ー
‘
ま
す
@

こ
の
園
幽
尊
民
合
闘
の
想
陵
会
は

2
6
t
Z公
民
館
で
開

か
れ

向

か
ら
は
酎
岡
市
長
路

k
周
役
ら
世間
舵
盤
十
回
人

a-

E
2
2聖
堂

ら

代

表

百
入
金
問
膚
し
ま
し
た
・
ま
ず
、

困
問

E
A
2
L
2
2
E

全
般
に
"
す
る
良
明
治
あ
り
縫

L
て
質
提

言

に

は

t;婚

化
怠
M

見

awハA
わ
き
れ
ま
し
た
@

E
E書
官

十

一

月

ま

で
の
日
幽
で
市
内
金
銭
で
行
わ
れ

ま
す
が
怠
加
希
闘
機
犯
は
鎗
元
自

E
E
4
Lて
型

自

主

合

会
に
閃
L
合
b
ぜ
て
〈
必
き
L
.

τホ
週
処
理
区

粛
の
予

婚
に

一
八
九
戸

水

道

工

事

a
aみ
こ

の

ほ

ど

っ

，

の

各

町
の
-
穆
百
八
十
九
戸
で
浄
化
柵

:
i
F併が
使
え
る

よ
う

ιな
り
ま
し

t
-
tで

の
分
と
合
わ
ぜ
て
阿
万
二
千
八
百

八

土

日

下

水

道

の

Eを
受

け
る
-
と
に
な
り
ま
す
。

一
言
大
宮
町

zt
v草

#
町
マ
大
条
町
マ
二
名
町
V
個
朝

日
町
三
丁
目
V
西
大
も
v
a
H見
町

一
了
日

Z大
空

町

一

I

V
高

T元
町
一
』
日

多 〈の市民が箇めbけた rl盛期を"'す市民集会J

C亙.
解部
放革

基
本
法
制
定
J¥ 

差
別
を
な
く
す
市
民
集
会
へ
八
百
人

主

観

戸

開

Z
E
R

盲
人
が
怠
加
し
ま
し

t
a

開
L
J
E

西
国
国
市
Z
R
U
「

wm定

ゐ
限
移
対
策
特
別

m
E広岡
nあ
と

『
縫
測
を
な
〈
ず
強
調
月
間
』

E七
月
二
十
八
日

E
壁

化
宅

ン
タ
ー
で

「
筆
別
を
危
〈
す

E
Z』

2 
ff 

百

匿璽塾
月

C遍瓦盃Eつ
9 

八

m
m余
り
で
期
限
切
れ
と
な
る

今

重

別

g
mの
払
銭
を
も
含
め

た
健
合
的
銀
本
め
な
開
和
問
周

の
解
決
K
M
Mき
す
竃
繕
um肱
wm

本
法
但
の
観
定
U

か
M

仰
冨
慢
で
あ
り
&
ま

す
府
民
の
脅
さ
ん
の

P

タ
?

3
高
て
開
法
割
定
員
け
努

力
し
て
札
き
た
ー
と
思
ー、
，
寸
』

L

と
あ
ー、
さ
つ
・

つ
づ
L
て

丙

村

市

警

豊

ら

業
貨
の
あ
ー、さ
つ

』
川
知
事
の

，p
m
y

ムt
f
ノ
個

A"が
あ
り
ま
し

た
ひ
き
つ
づ

ー、
て

N
H
K大

L
i
z
-
-ZJ 

発
掘
現
場
や
出
土
遺

物
に
眼
を
輝
か
す

:
l樋府
軍

i
Z
4

の
心
を
L
ま
L

ム
と
閉
す
る

aa開
H
L

T
自
さ
ん
自
ら
の

E
t

R誌
を
も
と
に

2
必
厳

然

主

主

理

主

主

り

援
別

E
E
l-

f
z
E
Z
Zめ

t社
会
づ
く

I
S
L
E

止
に

L
て
ー、
ま
し
た
固

t
A中
堅

聖

公

民

館
で
準
測
を
な
く
す
町
民
集
会
や

書
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
伝
取
り

側
J
A

泊
句
わ
れ
主

L
K
@

一
予
ど
‘
文
仕
断

一
敏
幽
Z
へ
-一ハ
+
人

夏
休
み
の
一

uZE--ii化財
殺
さ

料
鍋
情
実
で

γ
ん
だ
祭
良
め

'eAを
一
〔
士
m級
委
J
櫨

v
a八
月

一
日

よ
り

R
2〈
z
t
E
L一
平
線
量
で
行
わ
れ
ま
し
た
0

・

加
し
た
の
は
市
内
の

小
?
六
年
生
約
六

?

人
。

i
t
-
-〈

C工画面面つ

c..扇面コ

今
年
an
ら齢
maz勺

t
s
z
z
 

の
・7
1
q
k
「
事値観

宵
"
の
発
錨
』・

同

事を

E
L

に
わ
た
3

て
側
時
間

ぱ
か
勺
発
鑑
別
塊
織
ぞ

f
z
z
a
 

を
見
学

広
務
自
民
国
立

ノ

l
'
を
と
る
，
L

L
az
し
た
固

;
i
 

子
ど
も
た
も
は

眼
を
輝
か

L

夏
休

み
の
向
刷
標
題
に
と

得一
曹
と

繍
井
兇
東
館

開
館
式
捗
行

グ
ル
ー
プ

ji!jj;;;;;i 

じ
て

M
の
畠
宮
地
民
鉄
筋
ヨ

γ
夕
日

t
ト

益
。
二
健
婦
建
て
・

六
つ
の
伸
子
習

五ゴ'"五つ

お貸しします

混幽所で

実

τ
Z
E
2
2

害

4
2
2
2
3あ

旬
ま
す
・
兇
盆
雌
は
集
会
zmaも
含

み

Z
E胞
内
に
は
富
体

Eも
関

節

鎗

緩

め

?

:

?シ
-
Y
高

め

る

Tし
て

の
温
周
が
甥
仰
さ
れ
，
す
e

車
庫
少
年
少
女
合

在
家
良

唱
銅
山
佐
念
演
奏
会

少

匁
少

i閣
で

z
i負

2
1
2て
創

立

主

埋

ま

望

号

つ

E
iに
開

き
ま
す
a

と
き
園
八
un二
十
士
一日
〈
土
V

平
t
四
号

と

こ

ろ

HE

化
会
館
大
和
l
華

人

骨

・

祭
料
当
日
は

袋

詰

S
2
2

2小
浜
市
の
小
棋
少
年
少
女
合

E
t
f
f
 

金
凶

PJJPア
ウ
ト

2

-・25
-
J
T
袋

成
で
品
外
で
は
あ
り
ま
ぜ
ん
。

こ
れ
に
そ
な
え
て
ま

z

i
i
i出所

に
防
犯
へ
ん
を
備
え
付
け
貸

し
出
し
を
行
っ
て
L
，
す
。
働
人

や

更

の

F
Z
と
く
に
復

闘
の

2
2
2危
険
仕

事

2
5
a
T
fし

て
ほ
し
L
と
L
q
て
、
重
す
巴

j
j
 

午

S
日
午
4
岨
人

-
u
の

〉

欄

揖

剛

志
--a福
嶋
崎

制

一
積

刷
恥
佐

一
唾

年
午
は

1

.，
~a
一
命

新

時

対

三

後

'

〈

市
.
闘
で

防犯ベル

，，~.~・flHil l 岨昨'白川~
午後4風通絵年金乍ιめ..ー
に函扇面扇面コ

.Io-中小企問H醐叫
はず.軸柑め耐震駒山

，で口叫し恥で下部伺

按凶を通知"す



奈 良 市 民 だ よ り ■590サ

jI月t十■二年～■十二月■二′十I)It三七●■巾■■た誉誓書hほ?̂: '三で■■t■九● 鋤
t一十-1LE lt芸ぎ-tfFi人◆こすt(I.Jの l■ 上L上～ )十■弟lE)書, 夫iL

lbこも■一T二､九 Rとち～■∫II1 キ呈蓋iFIY日ttL■1エクも^｢ソつ■･●tt tJtク__小A】
十手くLJJ人生

■一 i JLんら ■ tt▼†､●〉千■てtt ■■l■･ヽ★HJI+十■●■∴II-.if!i-i T三84'こき不言yl̂ E{･<I～'一〉､JtJL/=1+JL.ソPILエJti1ナ:き貸手盲i主査.} l■I●■性▲上r 十■ ■■ーd l三年i: i†r言 合Gt JJーli 牛^

1∫i一■中 5■ーtJ･r>==hコうーl■ ,ひ上ンLri九一一l▼～iE㌔IL十A■■rL■J

tA.◆I読■+●*負A■■ 管,▲管`7lL 月13AEHユ吉男巳､h

T■I美-め■m itPItF 十0+I≠人■▼◆一､とlll･ 主与1 サ作tLt■一一lT ､h/.いJtさてdl一二要義…ttdEi■ I/JI ータ氏t.～.しろ支 社のLJl仏力LPtLはケLkd

fr=こンとifL-̂2;筈要k9lbこき一一L=tい
氏rrLLuづ ､

～十六■■ メ (Iの ○ ■■とI千iチItL つALめ人ぎ′Iに0､のlLlく上人t一>ち～JナめLl}Tl▲ttシ19A ItL合1

こl一 人†号

宅月g Ji 丁暮Tt対九lLl山EIはtもl▲t牛lAJt暮苧葺き…至重至 中 ;呈eわ孟子●◆

局Jt7rJLIIt一■暮大 一■チIAT文 Jp.ロ

ー一寸▲二一二4 ■●●もし'一

AEF44は'也さ*汝dd=LA才)Ii ALJJ▼t/ヽ ▼生q1大+ill一Iさ■〈 II■■■●†■■ー人i

I■tE7E■j=zL∫●iiA>ti′ヽ■■とJLd=&▼JLAt●■lt l■ l.t ◆ ● ■■tメあそ九tltI1●●

iヱ ∫̀′い.し▲■●LJ1● ナ▲Jhい+A l4)Ed+ ーqL ICo<kItLl(ゆJ一■■Hl仰 ■▲I I*I～書暮入II 7qInlTJLL.I■▲ALLd

l ! 三l十■◆.､重要,各を'雪景Lt:IH■LF九 Tt l

Pl二■月 の ､1甘▼★■r) 与e人fJ▼′､ E 甘 一こJA〈上Fl 行 ■L,I■こ､ノ h

月lA/ろ乍 ^*■●■■一l l■〉】JLd

-冒湿
《a

r》
2

A
-

a
T
一
一
》

・
え
っ
付
め
巾
込
粛
に
az
-

-
③
'
m
鈎
匹

、
幽桐本
の
膏
1
厳
L

芸

街

公

開

-
E
一

2

2

1

5

2

圃
二
E

Z

6

m

a

R

U

4

一

、

s

r

E

g

g

-
適
・
・
陶
蜜
愈
ど

一

男
園
『
人

拘

・

ν

'
一
む
》

を
・
え
て

九
月
一
n
t
五
一

@
'
m
m
u
可
申
飼
育
幡

市
中
央
公
民
・
a'
鹿
島
a
胃
丸

一
'
e
繍
〈
』
「
6
と
9
6
7
4
，
aマ
μ
一
"
に
岡
兵
，
へ
ゆ
L
込
ん
で
〈
だ

一

台
"
と
U
41
・
盆
わ
り
す
る

'
共
催
の
2
関
公
網
-
-
wa
こ
と
一
の
厳
・
」
V
陶
孟
=

-h
a
土
一

、
一勺

魯
揖
脚
色
も
e
音
順

一

畑
・
肉
錨

』
伊
原
e
之
m
a

し
h

S

A

a

i

-

-

一

に

な

じ

む

i

h

創
立

一

世

E

E

E

，

.

一

俊

同
悶
冒

《嘗
ヨ』
-A
》
集
温
S
M
丸
一

も

〈
寸
9
・
"
欄
づ
め
危
と
-

a
a
z
・
'
創
剖
岡
国

ハ公
民
掴

一
⑧
m
m
a
日

『
，
v
ピ
.
，
，
}

n
十
九
日
《
.》
・
開
篇
式
も
一

【
開
s
・
所
】
'
m
a
z
鎗
陶
は
中

一

・・・
山
-
x
a
'
&
*
・

一

λ

門
l
g
企

E
e
膏
A町中
の
2
y

同
二
+
大
岡

《金》

周
=
…i
十
一
央
公
民
館
V
陶
芸
は
梨
良-aa町

一

酉
.
公
民
館
似
例
の
緑
黄
禽
量
一
ピ

昼

，
L
偏
見
憎
之
一a
a

H
A
失
ν
+
周
斗
一
一日
《
金
】
同

一

大
写

一
位
つ
管
の
迫
。
欄
き
ま
す
・

一
嫌
ー‘
ず
れ
も
午
後
二
局
，
三
時

五
個
A
目
V
-
E
-
予
・
信

一
【開
湯
島
問
M
午
後
六
情
d
A
一
①
'
an
s
目
「
英
語
象
曹
の
悶
岨
一
手
ω
m
.
“
成
人
百
人
E
aヌ
a

棒
.
嶋
守
門
a
a
キ
亭
級
官

一
"
・
枇
-層
乍
曹
は
午
.
九
時
d
午

一

息
l
闘
"
の
崎
期
金
品
切
心
と
し

一
語
明
書
俗
画
侮
公
民
鱒
《
学
園

聡

伺
七
回

m失
V

同
+
回

一
畿
大
時
・

一

て

L

a
宵
恢
F
教
鰻

↑

定
二
了
園

-
a
6

一
O
一》

個
【火
】

十
七
日

m・
v

一

【定
尚
】
''
a
a同

盟

A
b
a
z"
一
⑧
'
n
u
H
2
閉
め
る
7
4，a，
m
一

か

-
a
山
大
.
，
R
m
・
-
《aw厳

幽同
二
4
一
日

【失
】

一

は
各
二
十
人
陶
長
は
r
A
入
。
一

祉
会
の
餅
剛

九

&0
・
代

一

山
七
丁
u

-
紛
凶
乞

O=

【
・
a
府
内
拘
】
・
温

《か
危
》
ヨ
一

受
傷
縁
側
鳳
也
a
u
礎
自
民
-
a
w
k
?

におM町
る
人
繍
織
械
の
礎
化

l-一へ
電
鋭
・
8

た
u
s
-
-
'
O
L
J蛤

1・
《
・
『
色
鼠
の
-
e
カ
」
マ

-
A
E
m
暢

《瓜
畑
町

・
@

a
t広島
之
助
期
総
-
a

-

h
『・

E

n

l

i

l

-

い円
。
寓
鰍
宙開
中
?憐
Mn
の
-
n
t
a

の
み
午‘
宮
崎
?
t
三
時
》
・
n
・
・

a・入
ニiLr入
。

以
』
の
m
k
各

↓十
人
-
-
-
u

伺
】
三
i十
五
a
M
l
の
a
R
人
阿
』
了

様
性
観
は
が
e
に
畠
買
価
R
a
事
名
i

釦相
同
日比則ー

ヨ
一e
u
f
a同
氏
a
内

人・

内

w
b
・
"
は

守
男
ポ

ツ

館
雇
用
、
民
名
、
写
鋪
‘
醤
-
-

a"
は
-A
-
L
ア

ルν
バ

マ
y

と

健畠車
L
揖
護
大
学
e
m
持
話
実

一

号
ゐ
・
1
て
八
月
三
一
十
一
図
書

ボ
プ
ル
ー
ヌ

ジ
ル
，
，
A
ル
男
氏込

可寮
と
健
康
」
薬
剤
師
小
一

で
に
必
着
で
開
館
へ
・
は
が
舎

少
の
各
必
企
み
か
ら
・

総
額
裕
氏
三
「
食
べ
も
の
と
健
康
L
一
-
続
区
一
入
限
'
・
定
R
M司
温m

-R・敏
血
姐
童
四
書
ハ
E
4.

.

 
，
a
m
・
中
山
礎
梅
崎
氏
「
ホ
ム
一

の
鳴
舎
は
鋤
ヨ
ー

Z

》

s

z

f

i

J

f

E

Z

，

童

三

九
月
L
u
f
t

-

-

2

2

ニS
E

と
告

f

づ

順
調
本
剛
H
乍
後

邑町
字
t
=
一
〈
'
』
心
河合
H
Aヲ
y
e
，
1
笹
幽

陪

3h
詰

盟

小
z

t

R

E

-

E
う
に
し

7

a

z

-

-
λ
・

・

3

ν

主

凪

し
と

人
信
仰

舗
は
中
増
刊

内

"
は
-
T

E

K

i

s

i

ョ

:

以

上

i

f

s

b
上
手
ど
も
た

p

z

h

z

a

2

2

2

2

る
み
L「『
異色

F
'e''γ
グ

名
i

仰
勝
氏
名
、
年
前
汁
竃

を
議
し
む
Ih『
智
歯
島町
京
極
盤
』
一

民
畳
ゆ
を
.
，
L
て
ダ
ン
ス
後

わ
い
わ
い
亨
育
て
‘

.z
E

丸

一

種
両
a
宣
は
八
R
三
十
日
-

M
二
十
4
n
t
十
一
月
二
十

一
個
-

a
'
U
九
月
4
H
ま
で
に
必
倉

の
毎
週
金
・
日
午
前
九
臨
時
李
t
十

一
で
開
館
ヘ
・
は
が
智
一
敏
に

一

二
時
手
・
八
回
・
小
学
金
，
高
校

一

人
・
9。
e
s
指
争
般
の
絹
合

金
の
予
を
も
っ
a

一十
人
・
a
同

一

は
繍
通
、

u

Z

拘

3

2

1
山

園

R

-

宅

内

E

『t

-

i

t

一
週
域
間
割
過

の
心
砲
に
つ
い
て
今
え
よ
9

F

B
E
B
E
E
-
-
E
・
E・
-

i
I
 

f
白
書

!
-z

-
a
a
--

『中

高
・喝
の
ζ
-

*
園
通
A
m-
-
m
九
刈
十
九

ζ
ろ
と
-
R
a
留
守
符
え
る
』

九
月
一
日
t
L
T
一
一
月
克
n
の
u
・
満
市
金
・
日

=
干
u
f
士

一

n

t

a
翌

二

十
月
t

+

一

月
高

品

曜
日
午
前
+
時
J
正
午

《躯
阿
国

一

v

q
a
九
時
学

f
E
午
・

1

自陣"，.りよ

傭

-----a

九
月
十

一
"
t
来

年
二
M
十
二
日
の
u
・
月
第
ニ
-岡

本
・
日
午
a
丸
時
事
+
t
十
一
時
半

n
a
-
-
写
衝
は
午
後
開
局
窓
で
百

十
留
で
-
R
T
・-成
人
=
一一f
人
・ω例
制

興
会

予
門
》
な
ua
u
自
己
負
鈍
・

5

A

Z

S

u

a
E

住

所

民

税

.，
M
，
‘
話
a
，
t

e
-
-、て八
月
云一
-V
M
a
a
で

H・a・
で
-
M
a
-
-
依
ph
-
人

T

-
E

h

-

-

t

 

飾
司

だ民市良着是附和"年8n15B 

S
E
L
 

E
--2・
u

E

ヰ
Z

E

舎

八
月

一千
九
日
五
E
十
時
t
正

午
と
午
後
二
時
t
岡
崎
。
=
闘
-

i
i
p
G
 

取
物
錘
」

「

t

ι・
ー、
ゐ
L
ゐ

Z

F

E

g

，

E

肉

の
鰹
膚
省
入
・

出
罵

4・
舗
m
a
は
.
‘
鼠
で
凋
舗
へ・

E

・25
ス

E
丸

n

i

i

i

z

 

週
土
・
日
午
降
二
時
'
岡
崎
b
七

tη 

E

f

l

リ

f

Z

7

E

t

-

-
f

z

 

三
月
十
三
"
の
-
n
-
m
一
例
.

1
:
T21六

十
a
以
止
の
人
二
十
人
ι

園
修
受
注
a
パ
ネ
圃
Z
7
4

ス
カ
-，
v
，
，
，
奮
闘
，
、

で
-

1

婦
人
の
〈
ら
L
ι
高

閣
-
め
る
企
め
に
み
つ
め
よ
う

剛
-
審
車
&
.

.

 
』

ιg
'
ーマ

λ
-
に
バ
牟
b

，7
4
見
合
n
，
シ

-
-
-
J
e
勺

e
の
と
M
句
惜

し
き
ず
・
型

車

，
e
〈
g

a

a

，

m

S

E

E

の

舛
聞
人
喜
の
R

4

1

'

g

i

s

E

z

-
-

2

2

4

4

E

S

a

 

Lg
f
j
t
 

月ー

町
時

制

引

刷

刷

'

岡--
a
 

伺
い
幽m
a

'
m
kr 

《

凶

【

凶
・仁
守

巳

合

a

s
u

・4

と
肉

u'

;
:
 

::
'
 

i
j
 

i
l
 

l
-一一
!
!
 

!
?
 

!
i
 

!
?
 

!
:
 

!
:
 

!
?
 

!
:
 

!
:
 

!
?
 

!
i
 

l
i
 

1
;
 

幽

e
之
島
句

ー

も
"
"が

h
u
F
E
F
 

凶
"
を
値 .阿.••• 

-8 

."恒.
一一一「町
細'. 

位司院金.恥• • 

白書

E

E

T

-

-
-z
 

議
過勿

‘，
7
R
・
・

市
内
在

と
き
・
九
月
+
一
目
《
ふ
》
午

後
一
時
t
岡
崎
マ
主
こ
る
E
市

史
跡
文
化

e
y
'

全
一条
文

m
-
了
M
〕

マ
叫
Ar
a
-
虚
無

艦
大
級
銀
東
山
弘
F
さ
ん
V
駒

.両
省
・
白
m
a
n
-RawbA陶
-m
，
.

賂
初
子
さ
ん

2

2

Z

八
月
三
十
日
，

で
に
省
m
・
人
a
wιva可侵

《
・
・
-

-
二
ご
附
L
込
ん
で
〈
犯
さ

• 
j‘ 

a‘ 

2 

1・
." 
E
H
附

•. 

“
血
捕
z
-
-
a
S
2
・
0

・
E
3
3
1

-
a
a
a
A
i
 

w-ω 
剛尉

湖一柵

4

四

網

"

ω-m叩
叫

M姐-~

ゅ m
to~!. 

・，-調節
~-網

"“ m . 刊幅

削ーm
1 7S~nt 

H砂崩

.-" 
~.~ 

別トm
w_m 
訓十編

揃

'" 
旧
附
間
制
m
m
m
m
m
u
・

副
副
儲
印
刷

m
M
附

。ω
企 l

..問問・...剛区
守4・刷、.. ，伺R
.，・4・..ト.帽守"、吻剛
‘.. ，川陶 剛虜
..色剛闘
州，.，例 ，、 ~" ， .. 
'-.'1， I悦凶"の，、 ，.内
』旬

F何回リa内"也 " .. 
..リ岡'いもめ .. 

.，刊の'もも"，. . ‘令、周略...，，/;<."淘E
わ.'晴胴...100<< 
"'Ui'- ...ut生L 聞 z
酬圃M 叩 1" 7 

川崎A'j L".' 

'ー..'" 剛叫旬 市
川 ・" 明叩・2・Aリ .. 
'"・.，・A咽 ..  
刷刊削~.

• • 
1.0.-1欄

閥、開

1胸』制
御~同

側働

1附

..。
m 

1.:1 

'凶s鈍a 

， . 

..テ

"畑山川 1・e
..鴫命 ， ，， ~'1 ， .. 

，.. 
2山

‘.，‘，.， 

ビ><時

.吋 伊

‘，. 

" ーも
いか

且守的'

b ， ::. 
，，1"" 
'"いし』

.. ，句、
令，べJ
灯、 "
， ，‘ 
.肉

.肉， . • • .'" 同判M
ιa含・

• • • • ..， ，.，・{" ..， 
2 匂一

献 〈則

合同"亀岡

'‘ ν 》ペ'
" . 
夕刊一.， 

v 4 

《画

本
雄
町

!

っき

初
-
-
R
・
箇
-a
-a

と
さ
・
九

月
八
"
t
F

A-
-

t

z

館
五
凋
月
曜
同
午
俊
六
附
V
J
ハ
時

-P
V
割問・・
・
宮
町
内
a
w
-
a
-
e

ニ
』
T
A
-
-
z
で
の
背
少
年
一
-iay友

人

E
m--
t

2

2

2

は

Z

名

使

扇

氏

名

E

E

S

を
単
え
て
眼
目か
き
か
竃
益
で
八

月
三
十
日
ま
で
に
同
.
へ・

応

2

2

の
企

き

は

z

a

-

u

E

司

-
入
バ
レ

ポ

優
待
翁

ー
ル
の
つ
ど
い
‘

.

.

.
 

2

』
L

5

4

'

f

i
E

人

J

、

t

E

個
人
を
婦
の
て
飢
ゐ
刊
を
a
mL
も
う

at

A

R

Z

占

ょ

の

つ
ど
ー‘
a
富
市
磁
人
'
ν
t
d市
l

j

i
t
 

--留
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
行
わ
れ
童

す
・と
き
・
九
月
七
日
《
町
》
午
前

九

時

4

聖
一事

と
こ
ろ
・

禽剛山中央修
三
修
育
館

《蘭
z，
.

2

a

v
v
i

・

市

R

E

A

L

-
会
食

舗
の
AT
I
A
位
入
a
v
て
‘危i‘

E

・

2

申

し
込

み

a

S

2

?

&

a

e

v
z
 

"
・=一
一一H
門
《
aR検
"
v
v
そ

8
2
t
?
 

z

k

Z

色

E

z

-

-

使

蓄

の二
十
五
a
ま
で
の
・

2

Z

E

E

-
-

少
2

2

に

;

プ

E

E

S

S

E

A

n
三

十

E

T

-

-

Z

E

E

-

で
E

へ

・

'

3

2

2

J

t

は
a
a
-
-
院
に

一
人
.
句
・
定

ぞ

れ
M・
河
川
崎
M
と
火
幡
M
に
・

鍋岡崎過
の
・
A
W
U
H
袖
嵐
、

‘
e
す
・
時
闘
は
例
H
と
も
付
陵

六
時
幽
v
t
八
時
問
。
九
分
-

a
・
‘
m姻
a
u
礼
畿
は
が
・
曹
に

Z

直
M
a
w

m

2

e

"
!
sA
T
 

P-
へ
A
m

--V
三
n
ez
で
民
申
し

込
ん
で
〈
ど
幸
、
.
p
，
プ
句

詩

型

自

E
弓

' 

〈司.=ターの・〉
い勺ι胃‘助金Lτぃ・..'.，-偽 企会aと"・・.，容の，.吟1・... タ。
'一刷ぺ剖岬r・..収入司Ion1'. ..一定晴l 船て催、
川晴こ，..内!....".t旧制附肝叶岨 "~ >:t" nll::r <.い a
刷帥叫">1:....納骨 *'.: n叩 .'f-....~叫H

ズ怯仰心・
の
こ
包

山叩
L
込
み
は
A
n
一
固
ま
で
Fh

電
話
で
宮同体省関屡

《・
・
-
-
-

一
ご

可

n

a

t

-

-

野
外
斎
副
リ
l

ama-開

ダ

の

鴎

習
・

・

民
会
之

市
野
外
dm
・
・
A'dF
-R個
で、

日
S

F

1

1
2

2

4』
f

z

i

t

r
P
1・

と
'
E
九
月
A
Y
三

十
闘
"
の

司泊
二
日
マ
と
こ
ろ
・
・
少
写

土
に
生
き
る
a
g
《
長
鳳
町
v
'

Z

岡
市

内

在

住

喜

雀

字
の
AT
八
金
庫
以
上
の
人
三i十
人

zz・一
F
門
Z

A

A
・
野
外
前
・
・
A2
2
-〒
剛

中
z

a

-
-阿

E

T

P

中
島
程
-
R
M

・-e
l
-
-
-

2

t

』

i
ぉ
、

E

玄
関
九
八
復
綱
》
べ
丸
刈
六
H

E

に

往

復

2

e
t



荊590号 奈 良 市 民 だ よ り 昭和61年 8月15日 (8)
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州
四
歳
以
上
、
医
療
機
関
で
無
料

(.) 昭和61年 8月四日

九
月
か
ら
一

m: 590号

高
齢
者
に
、
心
身
の
健
織
を
保

ち
健
ぞ
か
な
老
後
を
送
っ
て
も

ら
う
た
め
に
脳
卒
中
中
心
臆
病

な
ど
の
成
人
病
の
早
期
発
見
、
と

〈
に
肝
疾
患
の
予
防
を
め
ざ
し
て

老
人
保
健
法
に
よ
る
一
般
健
辰
惨

査
を
九
月
か
ら
実
錯
し
ま
す
。
そ

の
必
ら
ま
し
は
つ
ぎ
の
通
り
で

対
象
と
な
る
の
は
四
十
歳
以
上
り

人
で
周
立
奈
良
病
院
を
除
〈
市

内
の
医
療
機
関
(
県
立
奈
良
病
院

は
土
層
日
を
除
く
)
な
ら
ど
こ
で

も
受
け
ら
れ
ま
す
。
料
金
陪
原
則

k
し
て
無
料
で
す
。

-

h

舷
惨
盆
の
内
容
は
問
診
、
検

尿
、
血
匡
測
定
、
内
科
診
察
そ

れ
に
今
年
か
ら
新
た
に
肝
機
能
検

査
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

必
要
に
応
じ
て
務
稽
惨
査
〔
六
イ

五
歳
未
満
の
人
は
宿
料
》
も
興
住
砲

し
ま
す
。

自
営
業
の
人
や
主
婦
な
左
ふ

だ
ん
倹
惨
を
受
け
る
複
合
の
危
い

人
は
ぜ
ひ
ニ
の
健
麗
診
査
を
利

用
し
て
く
だ
さ
L
。

マ
四
+
a
ht
A
ハ
+
四
綾

〔
大
正
十

年
十
二
月
一
日
j
陥
和
二
十

一

年
十
-
月
三
十
日
生
ま
れ
》

の

人
・
九
月

-
臼
i
+
-
月
二
十

九
自
の
三
カ
月
に
わ
た
っ
て
実

施
し
ま
す
。
施
般
な
ど
に
入
所

中
の
人
を
除
き
、
骸
当
者
会
員

に
八
月
下
旬
受
砂
a
僚
を
艶
迭

し
ま
寸
。

V
潟
大
+
五
怠
以
上
(
大
正
十
年

ふ
T

-

月
三
十
日
以
前
の
生
ま

れ
)
の
人
H
十
月

-
白
J
十
一

月
二
十
九
日
の
二
カ
月
間
実

施
。
鹿
股
な
と
に
入
所
中
の
人

を
除
き
、
敵
当
者
全
員
に
九
月

般
健
康
診
査

下

旬

受

診
棄
を
郵
送
し
ま

す
。
v-署
た
倉
り
の
人
N
四
十
銭
以
よ

の
寝
た
き
り
の
人
に
は
筋
問
鯵

査
を
実
施
し
ま
す
。
医
師
闘
が
そ

れ
ぞ
れ
の
家
へ
幽
向
き
惨
査
し

ま
す
。

こ
の
惨
査
を
受
け
る
に
は
申
簡

が
必
要
で
、
代
理
の
人
が
市
衛
生

課
ま
た
は
市
保
健
セ
ン
タ
ハ
い

ず
れ
も
二
条
大
路
前
一
了
目
倉

@
-
一
一
こ
で
手
続
き
を
し
て

〈
だ
さ
L
。

一
健
康
手
帳
交
付
~

T

や
相
談
な
ど
も
γ

こ
れ
ら

ニ
骸
健
出
陳
診
去
の
ほ
か

に
老
人
保
健
法
に
よ
る
耐
の
機

業
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
ζ
k
を

行
っ
て
い
ま
す
。

マ
健
康
正
予
帽
の
交
付
同
七
十
銭
以

ょ
の
方
に
は
す
で
に
か
A
付
さ
れ

て
1

・ま
す
が
、
新
た
に
凶

l

六
イ
九
般
の
人
に
希
留
に
昨
め
し

て
無
料
で
健
尿
手
娠
を
渡
し
ま

す
。
ζ
の
手
帳
は
各
魯
験
惨

受
診
の
記
録
な
と
を
昆
入
し
、

自
己
め
健
康
管
創
立
に
役
立
て
て

も
ら
う
た
め
の
も
の
で
す
〈
こ

の
手
帳
で
採
僚
の
給
付
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
》

図

交
付
希
鎮
者
は
、
市
衛
生
廊

ま
た
は
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
来

て
く
だ
さ
い
。

マ
成
人
鎗
康
相
極
限
岡
市
保
健
セ
ン

タ
で
四
十
銀
以
上
の
人
と
そ

の
家
族
を
対
象
に
毎
月
第
三
水

限
目
に
医
師
に
よ
る
健
康
相
訴

を
受
け
付
け
て
L
さ
す
。
成
人

衝
を
は
じ
め
健
康
に
つ
い
て
の

心
配
療
や
相
診
が
あ
る
人
は

電
話
で
同
セ
ン
タ
ヘ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
t
o
時
聞
は
午
後

一
時
半
か
ら
。
料
金
は
無
創
刊
。

鑑
当
は
西
尾
功
医
師
枢
後
L
ζ

岡
崎
に
希
担
者
に
は
血
百
也
捕
定

や
倹
採
な
と
の
簡
単
な
検
盆
を

行
う
ほ
か
健
験
手
帳
を
渡
し

ま
す
@

マ
保
憧
婦
に
よ
る
齢
問
繍
渇

u家

直
医
で
寝
た
ぎ
り
の
四
十
歳
以
ょ

の
人
を
対
象
に
保
健
婦
な
ど

治
動
問
し
て
綴
糧
費
や
介
穫
の
し

か
た
な
ど
を
指
導
し
ま
す
。

稲
盛
街
は
電
話
で
市
保
健
セ
ン

タ

ヘ

。

以
上
の
よ
う
な
各
種
保
健
事
業

を
骨
ヲ
て
i

も
ま
す
が
こ
れ
ら
に

対
す
る
問
L
合
わ
せ
ば
市
保
健
セ

γ
タ
ヘ
。
ま
た
"
ガ
ゾ
・

子
宮

ガ
ン
検
鯵
に
つ
L
て
は
次
号
に
鍋
則

被
し
ま
す
。

つ
ぎ
の
日
程
で
央
庖

し
ま
す

《
カ
ツ
コ
内
は
ゾ
反
応
判
定
と
B

C
G緩
種
目
)
。
場
所
は
市
保
健
セ

ン
タ
ー

ハ
二
条
大
路
期
間

-
了
白
河

9
月
1
臼
ハ
3
日
〉
済
禁
演
奨

爾
・
衛
艦
北
各
佼
区

経
婦
の
た
め
の
・

t
'
Z
1
J

r円
同
同
同
・
」

降
線
二
十
八
週
ま
で
の
M
m
鍋
の

た
め
に
、
次
の
日
程
で
奈
良
保
健

所
〈
西
木
辻
町

盆
@
穴
一
七

一
、
左
商
務
自
民
保
健
セ
ン
タ
ー

《
髭
奨
ケ
丘
二
寸
自

冨
@
孟
九

一
二
で
聞
き
ま
す
・
受
傷
希
鐙

者
は
電
話
で
希
盟
寸
る
教
室
開
櫨
臨

場
所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

定
員
は
奈
良
保
健
所
四
十
人
西

奈
良
保
健
セ
ン
タ
三
十
五
人
。

当
日
は
凪
昭
子
手
帳
筆
記
A
持

参
。
持
聞
は
各
日
午
後
一
時

t
三

時
学
。

〈
カ
ツ
コ
内
は
商
奈
良
保

健
セ
ン
タ
ー
の
日
程
》

9
月
2
日
《
4
B
V
大
宮
大
安

寺
西
各
校
区

9
R
8
R
ハ
m
a
n
v
右
京
将
功

-
朱
後
平
他
候
各
校
区

対
象
は
ツ
ベ
ル
タ
リ
γ
判
定
当

白
に
生
後
六
カ
月
以
上
四
十
八
カ

月
ま
で
の
未
検
査
児
ル
前
回

-
固

だ
け
受
け
て
陽
性
・岡
県
陽
性
の
子
園

吟
聞
は
午
後
二
時

t
三
時
。
偲
子

手
帳
を
お
忘
れ
な
く
。
問
い
合
わ

せ
ば
宮
市
街
生
課
ハ
曾
@

-
-
一
一
》

ヘ
。
他
校
区
は
順
次
縄
織
。

【受
け
ら
れ
な
、
子
】
①
循
痘

・

ポ
リ
オ

・
麻
し
ん

風

し

ん

お

た
ふ
〈
か
ぜ
の
予
防
祭
姐
置
か
ら
各

四
週
間
そ
の
他
の
予
防
機
峰
置
か

9
月
3
B
(
9
R
U
日
〉

中
の
く
ら
し
か
た
」

9
月
刊
日
《
9
月
日
目
》
『
妊
娠

中
の
歯
の
衛
生
」

「
妊
娠
中
の

た
べ
も
の
」

9
月
口
臼
ハ
9
H
m
w
日
)
「
奈
な

お
監
を
す
る
た
め
に
」

9
R
M
B
ハ
9
R
m
a
》
「
鑑
後

の
〈
ら
し
か
た
」
「
赤
ち
a
T
ん

の
育
て
カ
た
」

『
任
綴

一
三

歳

児

健

診

~

i
i
i
L
 

つ
ぎ
の
目
租
で
行
L
ま
す
。
場

所
は
西
安
良
県
民
セ

y
タ
ハ
m
z

羨
ケ
丘
二
7
目
‘

・・

@

五

九

}

↓

v
。
対
象
兇
は
昭
和
五
十
八
年

ら
一
一
遷
間
以
上
た
っ
て
レ
な
い
子

②
一
年
以
内
に
ひ
き
つ
け
〈
け
L

れ
ん
)
を
起
ζ
し
た
子
③
麻
し
ん

民
し
ん
お
た
ふ
〈
カ
ぜ
ホ

ぼ
う
そ
う

・
り
ン
ゴ
病
手
足
ロ

白
剤
が
治
っ
て
か
ら
四
週
間
以
上
た

。
て
L
な
L
平
岳
突
発
性
発
し
ん

と
び
ひ
自
治
っ
て
か
ら
一
一
遍
間

以
上
た
勺
て
L
な
L
子
⑤
免
疫
グ

胆
プ
リ
ン
の
緩
衝
か
ら
二
カ
月
以

上
た
勺
て
い
な
い
Z
支
@
丸
月
中
旬

か
ら
実
施
の
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ

y

予
初
仙
伎
鑑
を
受
け
る
子
。

副
む
し
醤
を
つ
〈
I

り
な

園

鍾
い
た
め
の
録
親
教
室

聞

市
と
市
歯
科
医
師
会
の
共
鍬
で

日
本
筋
シ

ス
ト
日
フ
4

1
箇
会
会
良

支
偲
が
つ
ぎ
の
と
お
り
筋
蚕
鎗
痘

無
料
検
鯵
を
実
施
し
ま
す
。

と
き
園
九
月
七
日
《
日
V
午
前

十
時
カ
ら
マ
と
こ
ろ
同
国
立
療

餐
所
西
宮
原
良
病
院
ハ
七
条
町
)

V
対
象
H
送
行
性
筋
委
縮
症
の

脳陣
療
を
持
つ
人
や
病
名
不
明
で

手
足
一か
ぞ
せ
て
動
会
耀
く
筋
肉

の
異
常
を
感
じ
て
い
る
人
《
H
p

fJ
マ
チ
、
悩
作
包
担
繍
汁
腰
痛
は

)
l
I
l
li

t

-

-

1

1

 

政

当

し

ま

せ

ん

)

N

個

人

用

テ

ー

プ

の

み

自

己

負

倹
診
希
叡
者
は
八
月
三
↓
一
日
位
。

ま
で
に
直
緩
電
包
で
同
支
部
処
舗

手
鏡
み
教
室

九
月
五
日

t
十

爪
傘
焚
さ
ん
カ
(
盆

O
七
四
五
⑮
一
月
一

-十

}
日
ま
で
の
毎
週
金
蝦

=
一O
四
七
》
へ
@

日
午
前
十
時

1
正
午
。
十
二
回
マ

定
員
M

六
人
V
内
容
M

冬
物
セ
ー

タ

マ
費
用
・
材
料
費
の
み
自
己

負
担
。

※
ど
ち
ら
も
対
象
は
心
身
隊
嘗

者
。
受
蛾
希
雇
者
は
は
が
き
に

住
所
氏
名
、
電
話
番
号
年

齢
陣
容
の
種
別
と
程
度
を
省

L
て
カ
ラ
オ
ケ
持
旬
以
単
は
八
月
三

筋
萎
縮
症

無
料
検
診

底
知
議
抽
出
寝
間F

五
回
耐
町
五
七
凶
-

電
極
a
σ
七
主
八
￥
-
v

カ
ラ
オ
ケ
敏
童

九
月
十
三
日

ー
ォ

一
月
二
十
二
日
ま
で
の
毎
月

第
二
四
土
曜
日
午
後
一
時
半

t

三
時
学
マ
定

μ・
二
十
人
マ
賞
用

四
月
二
日
i
周
年
十
月
一
日
生
ま

れ
。
問
診
検
属
品
開
科
健
診
、

内
科
齢
察
、
身
畏

・
体

重

胸

闘

の
測
定
、
育
児
指
導
カ
あ
り
ま

すロ
受
け
付
け
は
午
前
九
時

t
十一

時
、
午
後
一
時

t
ニ
臨
時
学
の

一
一

旬
。
舟
守
手
帳
を
お
忘
れ
な
く
。

ハ
値
段
区
は
順
次
備
軍
)

9
月
4
日
〈
木
V
S
肉
和
鶴
舞

ニ
名
各
校
区

9
月
日
目
(
木
》
登
焚
ケ
丘

・
三

雄
高
校
区

9
月
同
日
《
木
》
東
E
z
a
突
ケ
丘

平
城
西

e
宮
維
筋
三
富
雄
鳳
向

各
佼
区

9
月
お
日
ハ
木
〉
富
緩
北
白
m
H
A

制
校
区

一
一寝
泊
ら
大
強
ま
で
の
幼
兇
を
持

つ
母
裂
と
そ
の
予
を
対
象
に
開
き

ま
す
。
怠
加
希
箆
者
は
八
月
三
十

a
ま
で
に
は
が
き
b
電
際
で
住

所
氏
名
年
船
ハ
綾
子
と
も
V

電
甑
番
号
を
明
ら
A
n
に
し
て
市
保

健
セ
ン
タ
ー
〈
二
条
大
路
市
川

-
1

自

曾
@
一

一
-
こ
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ

11
巾
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
遇
。

と
き
M

九
月
寸

-
目
(
本
〉
午

前
九
時
半

t
正
午
V
と
こ
る
M

市
保
健
七
Y
タ

マ
内
響
・

「
衡
の
際
齢
並
び
の
脇
」

術
創
刊
検
診
プ
ラ
γ
シ
ン
グ
指

導
、
プ
ヅ
察
塗
布
《
m
w
子
手
帳

練
生

・
鮒
和

・
西
大
寺
北
大

白
衣
寺
西
神
功
朱
犠
祷
並
R

m

絞

阪

日
記
・
伏
見
南
各
俊
E

H
密
都
公
民
館
で

H

9
月
4
B
《
木
V
A
見

・
宮
筋
北

宮
繕
商
問
幽
爾
舞
有
利

・
一
一

名
登
焚
ケ
丘
東
登
焚
ゲ
丘

富
雄
第
=
7
E
T
U
楓
量
四
三
権

各
校
区

各
γ

」
護
婦
洲
町
弱
彰

S
E--E 

E
-
-
v
 

瞳
副
乳
食
敏
宣

離
乳
を
始
め
る

時
に
必
要
な
基
礎
的
雌
乳
食
の
作

り
方
と
品止
し
い
a
H
児
知
識
を
修
得

し
て
も
ら
ー、
ま
す
。

と
き
M

九
月
五
日
(
金
〉
午
前

十
時
J
疋
午
V
雛
乳
食
を
飴
め

よ
う
と
す
る
怨
緩
と
そ
の
家
飯

V
O忠
良

u三
人

V
内
容
H
調

理
の
笑
横
指
場
k
m
a教
育

V
申
し

込
み
日
電
話
で
岡
セ
ン
タ
ー

へ
。

日

i
乳
児
健
康
相
談

i
A

r目
前
保
健
セ
ン
タ

E

F
L

H
2
2
5
?で
m

市
保
健
セ
メ
タ
合

一条
大
路

南
一
了
目

盆
@
一
一
一

一
V
と

西
奈
良
県
民
セ
ン
タ
ハ
笠
美
少

丘
二
丁
目

盆
⑩
玄
九
一
一
V
で

尖
佐
慮
。
対
象
児
は
崎
和
六
オ

一
年

二
月
生
ま
れ
。
身
体
針
測
運
動

発
達
の
観
察
隊
策
問
診
、
育

児
・
栄
養
の
指
導
。

政
当
児
に
は
閃
陰
嚢
を
返
り
ま

す
が
七
月
十
五
日
以
降
の
転
入

者
や
そ
の
他
の
事
情
弔
届
カ
な
い

人
は
直
径
来
て
く
だ
さ
い
。
日
程

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
受
付
略
聞
は

午
前
九
時
掌
F
十
時
半
。
母
子
子

似
合
お
忘
れ
な
く
。

リ
市
保
健
セ

ν
タ

で

H

9
月
2
日
〈
火
)
鉄
長

e
a
飛
鳥
・

鳥

見

柑

和

宮

雄

第

三

鮫

阪
北
各
校
区

9
M
8
日
ハ
月
〉
大
宮
阻
原
e

柳
生
大
仰
生

・
三
催

。油
開功

朱
温
各
校
低

9
月
凶
日
ハ
火
)
猪
井
ム
ハ
条
e

済
倣
民
宿
京
ゐ
や
め
池
各
校

区
9
月
m
“
日
ハ
月
)
平
厳
伏
見
・

由来市

e
明
治

・
盤情解

e
伏
見
山
畑

各
校
区

9
n
m
n
(
月
〉
佐
保
大
安
t
q

西
-
宮
厳
北
・
智
雄
阜
市

・
済融安

甫
問
各
絞
医

9
m
m
B
ハ
火
》
続
帥
明
大
安
寺

-
丙
ふ
〈
包
マ
北
・
辰
吉
m
続
犠
各

校
区
HH
商
奈
良
県
民
セ
ン
タ
ー
で
H

9
月
9
日
〈
火
)
組
問
舞
・
背
和

二
名
登
焚
ケ
丘
・
東
登
焚
ケ

丘
・
平
援
丙
各
佼
区

x 

x 

平
地
肌
純
付
書
の
こ
と
》

も
一
歳
六
カ
月
児
に
，
、
，

j

一

健

康

診

査

一

r、
，
‘
，
経
産
婦
・
日
付
値
聡

6
1』

市
保
健
セ
ン
タ
ハ
二
条
大
路

陶

一
丁
目
、

盆
@
一

一
-
=

と

副
都
公
民
館
ハ
伸
子
園
北
ニ
T
M
V
で

実
施
。
対
象
兇
は
昭
和
六
」
守
年
}

月
生
ま
れ
@
身
長

。
体
兎
測
定
、

診

察

問

齢

歯

科

健

診

保

健

指
議
が
あ
り
ま
す
。
鍬
当
兇
に
は

問
診
票
を
送
り
ま
す
カ
七
月
十

五
日
以
降
の
転
入
者
や
そ
の
他
の

事
情
で
届
か
な
、
人
は
直
後
来
て

く
だ
さ
い
。
日
程
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時

学

t
一
一
時
事
。
厨
子
手
帳
を
お
忘

れ
な
く
・

十
-
日
手
編
み
教
を
は
同
二

十
九
日
ま
で
に
必
着
で
阿
セ
ン

タ
ー
へ
(
電
話
で
も
可
》

。
応

薄
者
多
数
の
場
合
は
蝕
湾
。

書
湿
潤
闘
を
曾
陵
し
ま
す

九
刀

七
日
か
ら
毎
週
日
曜
日
を

「
薬
湯

臼
」
と
し
セ
ン
タ
内
男
女
各
お

室
で
実
箪
し
ま
す
。
隊
脊
者
で
あ

れ
ば
左
な
た
も
付
き
添
い
ν
の
人
と

と
も
に
無
料
で
入
浴
で
き
ま
す
。

入
浴
時
聞
は
午
前
十

一
時

t
午
後

八
時
学
。

ま
た
舵
貧
U
燭
術
科
健
鯵
も
こ

の
日
程
で
向
脇
町
に
行
iu
ま
す
a

M
同
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
h

9
月
刊
日
(
木
》
鮫
阪
飛
鳥
e

ヨ
例
突
出
W
芥

e
佐

保

大

宮

辰
市
各
校
区

9
R
m
a
(
+
土
総
帥
静
六
条

大
山
女
帯
平
域
伏
見
東
市

・
明
治
繍
筆
各
校
区

9
月
お
日
ハ
木
》
僧
M
m
e
あ
や
め

他

右

京

創

原

・
柳

生

大
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